
『
荘
厳
記
』

に
つ
い
て

一、

は
じ
め
に

『
荘
厳
記
』
の
具
名
は
「
擢
邪
輪
荘
厳
記
」
と
い
い

明
恵
一
房
高
弁

(
一
一
七
三
(
)
一
二
三
二
、
以
下
明
恵
)

あ
る
。

に
よ
る
撰
述
(
一
二
二
二
)
で

本
書
は
、
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
(
法
然
一
房
源
空
(
一

一三一一一

一
一一一
一一、-ノ、

一
一
九
八
、
以
下
『
選
択
集
』
)

の
批
判
書
と
し
て
著
し
た

二
二
二
)
に
お
い
て
略
し
て
著
さ
な
か
っ
た
内
容

を
あ
ら
た
め
で
ま
と
め
、
『
擢
邪
輪
』
で
の
批
判
を
補
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
著
さ
れ
た
『
荘
厳

『
擢
邪
輪
』
(
三
巻
、

記
』
で
は
あ
る
が
、
諸
本
の
調
査
な
ら
び
に
内
容
に
つ
い
て
は
『
擢
邪

輪
』
に
比
べ
未
だ
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
こ
れ
ら

の
二
点
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

米

津

実

江

子

一、

諸
本
に
つ
い
て

本
書
諸
本
の
所
蔵
に
つ
い
て
は
、
『
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
新
修
成
筆
堂

文
庫
善
本
書
目
』
、
『
叡
山
文
庫
天
海
蔵
識
語
集
成
』
、
『
国
書
総
目
録
』
、

『
鎌
倉
旧
仏
教
』
等
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
写
本
】
お
茶
の
水
図
書
館
(
鎌
倉
初
期
写
、

天
海
蔵
(
叡
山
文
庫
)
。

【
版
本
}
寛
永
三
年
(
一
六
二
六
)
版
香
川
大
、
京
大
、
他
。

{
活
本
】
『
高
僧
名
著
全
集
』
九
、
『
浄
土
宗
全
書
』
八
、
『
日
本
大

蔵
経
』
華
厳
宗
章
疏
下
。

一
帖
)
、
仁
和
寺
、

」
の
中
、
仁
和
寺
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
に
「
(
仁
和

寺
所
蔵
『
擢
邪
輪
』
(
三
巻
各
由
来
を
異
と
す
る
取
集
本
)
)
巻
下
と
殆
ど

同
じ
体
裁
の
袋
綴
り
冊
子
(
墨
付
き
二
四
丁
)

の
『
荘
厳
記
』
が
あ
り
、



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

本
周
恰
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
書
写
の
奥
書
は
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
版

本
は
先
の
目
録
等
の
記
載
の
他
に
、
大
谷
大
学
、
大
正
大
学
、
龍
谷
大
学

等
に
併
教
大
学
図
書
館
所
蔵
寛
永
三
年
版
と
同
版
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
成
筆
堂
文
庫

(
以
下
成
筆
堂
文
庫
)
蔵
本
、
叡
山
文
庫
天
海
蔵
蔵
本
、
併
教
大
学
図
書

こ
の
度
、
(
財
)

館
蔵
寛
永
三
年
版
に
つ
い
て
調
査
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ

る の
結
果
に
つ
い
て
、
成
筆
堂
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
し
て
述
べ
る
こ
と
と
す

同 〔

1
]
書
誌
概
略
(
文
中
「
/
」

は
底
本
に
お
け
る
改
行
を
示
す
。
以
下

成
筆
堂
文
庫
蔵
本

員

数

一
冊

~p 

記
】
「
方
便
智
院
」
(
朱
方
印
)

量
】
縦
二
六
、
二
糎
×
横
十
五
、
四
糎

】
押
界
(
界
高
、
二
二
、
二
糎
)

【法
界

題

愈
】
な
し

外

題
】
「
荘
厳
記
」

内

題
】
「
擢
邪
輪
荘
厳
記
」

尾

題
】
「
擢
邪
輪
荘
厳
記
一
巻
」

【丁

数
】
六
九
葉

一三

O

本

文
】
全
体
一
筆
、
訓
点
、
注
記
。
片
面
八
行

奥

書
}
(
裏
表
紙
見
返
)

建
暦
三
年
六
月
廿
二
日

沙
門
高
弁

於
高
尾
寺
別
院
栂
尾
住
房
草
之
了

こ
の
写
本
は
、
「
方
便
智
院
」
の
朱
方
印
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
も
と

高
山
寺
方
便
智
院
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
お
茶
の
水
図

書
館
蔵
新
修
成
賞
堂
文
庫
善
本
書
目
』
に
は
、
「
明
恵
自
筆
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
写
本
に
附
さ
れ
て
い
る
見
せ
け
ち
に
着
目
し
、
検

討
し
て
み
る
。
(
行
取
り
は
底
本
に
随
っ
た
、
(
)
内
は
『
浄
土
宗
全

書
』
八
巻
(
以
下
『
荘
厳
記
』
の
引
用
は
『
浄
全
』
)

下
、
他
の
訓
点
省
略
、
太
字
は
筆
者
に
よ
る
)

の
頁
と
そ
の
上

①
十
五
丁
オ

(
七
七
九
頁
下
)

者
量
此
智
詮
一
切
諸
法
悉
皆
平
等
而
独
自
在

不
等
耶
是
故
内
自
平
等
為
皆
平
等
而
独
自
在

大
浬
繋
外
不
失
照
名
菩
提
智
賓
性
論
中
如
光

②
二
七
丁
オ

(
七
八
四
頁
下
)

唯
惣
説
法
住
時
分
也
云
末
法
万
年
者
約
興

廃
差
別
封
詮
道
以
教
道
為
末
法
万
年
者
約

興
廃
差
別
封
詮
道
以
教
道
為
末
於
教
道
中

取
上
品
教
道
不
論
下
品
教
道
例
如
於
正
像
中
唯

③
三

O
丁
ウ

(
七
八
六
頁
上
)



也
彼
文
也
彼
文
一
多
謝
弁
謂
於
二
二
千
界
中
有
多

①
は
、
前
行
の
「
皆
平
等
而
独
自
在
」
を
繰
り
返
し
書
写
し
た
た
め
の

見
せ
け
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
②
は
、
見
せ
け
ち
直
前
の
文
字
が

「
末
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
移
り
に
よ
っ
て
前
行
の
「
法
万
年
者
約
興

廃
差
別
封
詮
道
以
教
道
為
末
」
を
繰
り
返
し
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
③
も
ま
た
前
の
三
文
字
で
あ
る
「
也
彼
文
」
を
繰
り
返
し
書
写
し
た

た
め
の
見
せ
け
ち
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
見
せ
け
ち
の
状
態
か
ら
は
、
手
元
に
原
本
が
あ
り
、

そ
れ
を

書
写
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
が
肯
首
さ
れ
る
場
合
、
「
明
恵
自
筆
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

再
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

叡
山
文
庫
天
海
蔵
蔵
本

叡
山
文
庫
に
は
以
下
の
『
荘
厳
記
』
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

【
写
本
}
「
天
海
蔵
」

(
1
0
/
3
9
/
2
1
0
)
和
綴
じ
一
部
一
冊

【
刊
本
】
「
慈
眼
堂
蔵
」
袋
綴
じ
一
部
一
冊
寛
永
三
年
の
刊
記

寛
永
三
年
の
刊
記

「
真
如
蔵
」
袋
綴
じ
一
部
一
冊

こ
れ
ら
三
部
の
中
、
刊
本
の
二
冊
は
、
俳
教
大
学
蔵
本
と
同
版
で
あ

る
。
以
下
は
「
天
海
蔵
」
所
蔵
の
写
本
に
つ
い
て
示
す
。

【
員
数
】
一
冊
。
【
体
裁
】
袋
綴
じ
装
{
印
記
】
遊
紙
ウ
左
下
「
山
門
蔵

本
」
(
黒
方
印
)
、
一
丁
オ
右
下
「
天
海
蔵
」
(
黒
方
印
)
。
【
外
題
】
擢
邪

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

輪
荘
厳
記
全
。
【
内
題
】
擢
邪
輪
荘
厳
記
一
巻
。
【
尾
題
】
擢
邪
輪
荘
厳

記
一
巻
。
【
題
愈
】
な
し
。
【
法
量
】
縦
二
一
、
三
糎
×
横
十
八
、
七
糎
。

【
界
}
な
し
。
{
丁
数
】
墨
付
き
六
十
四
丁
(
遊
紙
前
後
各
一
紙
)
、
一
面

九
行
、
一
行
十
七
文
字
、
【
奥
書
】
な
し
。
最
終
葉
に
「
天
海
」

(
1

一
六
四
三
)
署
名
、
在
判
(
方
印
)
。

内
容
は
、
数
箇
所
の
誤
字
と
、
五
十
七
丁
オ
に
お
い
て
、
一
行
前
後
し

て
い
る
箇
所
が
一
箇
所
確
認
で
き
る
。
返
り
点
、
連
続
付
、
送
り
が
な
等

は
、
忠
実
に
底
本
に
依
っ
た
も
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

併
教
大
学
蔵
寛
永
三
年
版
(
「
極
楽
寺
文
庫
/
3
7
7
」)

【
員
数
}
一
冊
。
【
体
裁
}
『
擢
邪
輪
』
巻
下
と
一
具
・
袋
綴
じ
装
。
{
印

記
】
な
し
。
【
題
愈
】
巻
下
の
刷
り
題
愈
(
「
擢
邪
輪
下
」
)
の
下
方
に

墨
書
に
て
「
荘
厳
記
入
」
と
あ
る
。
【
法
量
】
縦
二
六
、
七
糎
×
横

十
八
、

0
糎
。
【
内
題
】
擢
邪
輪
荘
厳
記
一
巻
。
【
尾
題
】
擢
邪
輪
荘
厳
記

一
巻
。
【
丁
数
】
五
一
丁
。
【
界
】
単
界
。
一
面
十
行
、
一
行
二
十
字
。

【
奥
付
】
建
暦
三
年
六
月
廿
二
日
沙
門
高
排
/
於
高
尾
寺
別
院
栂
尾
住
房

草
之
畢
(
本
文
と
同
版
)

今
+
紘
一
巻
以
7

7

石
水
院
経
蔵
之
本
繕
写
之
頗
/
可
謂
正
本
失
但
如
下
愚
小

才
何
排
字
画
之
靴
/
舛
哉
庶
後
見
之
輩
使
魯
魚
葎
鴻
改
正
之
者
不
/
亦
宜

乎
/
時
元
和
己
未
秋
八
月
日
沙
門
通
暁
(
異
版
)

為
流
通
将
来
重
加
精
校
命
工
更
刻
之
/
安
置
栂
尾
山
高
山
寺
観
海
院
/
寛



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

永
三
年
龍
集
良
日
(
異
版
)

[
2
]
校
異
に
よ
る
検
討
(
校
異
の
結
果
を
示
す
場
合
、
所
蔵
本
の
別
は

)
内
の
表
記
と
す
る
)

成
賓
堂
文
庫
蔵
本
(
成
本
)

を
底
本
と
し
、
叡
山
文
庫
天
海
蔵
蔵
本

(
叡
本
)
、
俳
教
大
学
図
書
館
蔵
寛
永
三
年
版
(
寛
本
)
を
校
本
と
し
て
、

注
記
を
中
心
に
検
討
を
し
て
み
た
。
(
以
下
、
成
本
の
該
当
箇
所
、
(

内
は
『
浄
全
』
の
頁
と
そ
の
上
下
を
示
す
)

①
文
字
・
語
句
の
異
な
り
(
傍
点
筆
者
)

-
四
八
丁
ウ

(
七
九
三
頁
下
)

成
本
・
叡
本
「
輪
上
文
約
加
行
差
別
一
出
二
義
不
同
一
」

寛
本
「
輪
上
文
約
一
一
加
行
差
別
一
出
二
三
義
不
同
一
」

こ
の
一
文
は
、
「
輪
」
す
な
わ
ち
『
擢
邪
輪
』
に
お
け
る
次
の
文
を
指

す。

但
約
一
一
加
行
差
別
一
論
二
其
不
同
一
時
有
一
一
一
念
仏
非
一
一
観
仏
一
謂
如
二
愚
鈍

女
人
等
称
名
念
仏
一
不
レ
観
一
一
仏
色
相
等
一
故
非
二
観
仏
一
有
一
一
称
念
義
一

故
立
一
一
念
仏
名
一
是
故
念
仏
義
寛
通
一
一
観
仏
一
故
観
仏
三
昧
経
等
以
レ
観
一
一

仏
身
色
相
等
一
名
一
一
念
仏
三
昧
一
此
例
諸
経
論
非
レ
一
観
仏
義
狭
有
下
不
レ

通
一
一
観
仏
一
称
名
念
仏
義
上
故

は
、
加
行
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
は
異
な
る
も
の

「
念
仏
」

の
、
仏
の
身
色
を
観
ず
る
観
仏
の
義
と
、
非
観
仏
で
あ
る
称
名
の
義
と
を

一一一一

含
む
こ
と
か
ら
「
寛
い
」
意
味
が
あ
る
と
し
、
「
観
仏
」

は
非
観
仏
の
称

名
は
含
ま
な
い
の
で
「
狭
い
」
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
『
荘
厳
記
』
で
は

こ
の
内
容
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
本
、
叡
本
の
「
二
義
」
が
正
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。

-
四
九
丁
オ

(
七
九
三
頁
下
)

成
本
・
叡
本
「
観
者
観
見
是
恵
心
所
業
」

寛
本
「
観
者
観
見
是
恵
心
所
分
末
」

こ
の
一
文
は
『
擢
邪
輪
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
『
擢
邪
輪
』
で
は

「
観
者
観
見
是
恵
心
所
業
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
本
、
叡
本
が

正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

-
四
九
丁
オ

(
七
九
三
頁
下
)

成
本
・
叡
本
「
断
疑
為
業
云
々
今
所
一
一
一
日
」

寛
本
「
断
疑
為
業
別
今
所
言
」

(
七
九
八
頁
上
)

成
本
・
叡
本
「
照
触
第
十
地
職
位
菩
薩
」

寛
本
「
照
第
十
地
職
位
菩
薩
」

以
上
の
こ
と
か
ら
、
成
本
に
よ
っ
て
、
内
容
を
明
確
に
把
握
で
き
る
箇

所
が
確
認
で
き
る
。
又
こ
れ
ら
の
他
に
、
成
本
の
「
花
」
、
「
反
」
は
寛
本

-
五
九
丁
ウ

に
お
い
て
は
概
ね
「
華
」
、
「
獲
」
と
な
っ
て
い
る
。

②
見
せ
け
ち
・
訂
正
(
「
書
誌
概
略
」
で
の
三
箇
所
を
除
く
)

-
七
丁
オ

(
七
七
六
頁
上
)



謂
く

二
而
不
二
也
諸
順
第
一
義
(
「
諸
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
し

右
傍
に
「
謂
ク
」
)

-
二
五
丁
オ

(
七
八
四
頁
上
)

叡
本
・
寛
本
「
二
而
不
二
也
謂
順
大
一
義
」

七
寓
歳
等
時
(
「
等
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
)

止

叡
本
・
寛
本
「
七
寓
歳
時
」

-
十
三
丁
オ

(
七
七
九
頁
上
)

諸
論
諸
説
皆
・
シ
ヌ
(
書
損
左
傍
に
見
せ
け
ち
し
界
外
に

-
二
七
丁
ウ

(
七
八
四
頁
下
)

「
曾
」
)

万
年
後
時
法
滅
(
「
時
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
)

止

叡
本
・
寛
本
「
万
年
後
法
滅
」

叡
本
・
寛
本
「
諸
論
諸
説
皆
曾
」

-
一
二
二
丁
ウ

(
七
八
七
頁
上
)

-
女
十
六
丁
ウ

(
七
八

O
頁
下
)

九
十
九
億
臆
真
土
麿
八
十
不
可
説
(
「
臆
」
左
傍
に
見
せ

止

寛有
本差
「か別
有異
差(

里別

左
傍

見
せ
け
ち

け
ち
)

叡
本
・
寛
本
「
九
十
九
億
慮
真
土
八
十
不
可
説
」

-
十
六
丁
ウ

(
七
八

O
頁
上
)

-
四
一
丁
ウ

(
七
九

O
頁
下
)

此
不
同
分
事
理
(
「
同
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
)

止

叡
本
・
寛
本
「
此
不
分
事
理
」

所
引
観
仏
三
昧
経
(
「
三
味
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
)

止

止

叡
本
・
寛
本
「
所
引
観
仏
経
」

-
十
七
丁
オ

(
七
八

O
頁
下
)

-
四
四
丁
オ

(
七
九
一
頁
下
)

コ難
冶可
」止ー

改
め
る

冶
出
之
(
「
ご

左
傍
に
見
せ
け
ち
し

又
上
旬
隻
非
云
讐
観
経
(
「
讐
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
)

止

叡
本
・
寛
本
「
又
上
旬
非
云
讐
観
経
」

叡
本
・
寛
本
ご
こ

-
四
九
丁
オ

(
七
九
三
頁
下
)

-
一
二
丁
ウ

(
七
八
二
頁
下
)

彼
少
彼
児
戯
論
称
名
(
「
彼
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
)

止

叡
本
・
寛
本
「
彼
少
児
戯
論
称
名
」

次
五
五
百
年
闘
誇
堅
固
(
「
五
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
し

止

「
五
百
」
に
改
め
る
)

-
五
一
丁
ウ
(
七
九
四
頁
下
)

能
能
ス
ル
ヵ
通
ス
ル
ヵ
衆
行
(
「
能
ス
ル
ヵ
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
し

止

叡
本
・
寛
本
「
次
五
百
年
闘
一
帯
堅
田
」

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

一一一一一一



俳
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

一
三
四

に
改
め
る
)

叡
本
・
寛
本
「
能
通
ス
ル
ヵ
衆
行
」

「通スルヵ」

-
二
二
丁
ウ

(
七
八
二
頁
下
)

五

仰
云
過
千

o
百
年
後
釈
迦
法
(
右
傍
に
「
五
」
)

-
五
二
丁
ウ

(
七
九
五
頁
上
)

叡
本
・
寛
本
「
仰
云
過
千
五
百
年
後
釈
迦
法
」

称
名
亦
以
可
用
之
(
「
用
」
左
傍
に
見
せ
け
ち
し
、
欄
上

に
「
同
」
と
書
す
)

-
二
五
丁
オ

(
七
八
三
頁
下
)

於
此
能
住

o
体
難
有
多
門
(
欄
上
に
「
法
」
)

叡
本
・
寛
本
「
称
名
亦
以
可
同
之
」

叡
本
・
寛
本
「
於
此
能
住
法
体
難
有
多
門
」

以
上
の
見
せ
け
ち
で
は
、
「
!
」
「
止
」
「
グ
」
の
三
種
が
確
認
で
き
る
。

-
二
六
丁
ウ

(
七
八
四
頁
上
)
也

劣
業
所
感
過
此
時

o
論
三
時
不
同
(
右
傍
に
「
也
」
)

③
挿
入
注
記

叡
本
・
寛
本
「
劣
業
所
感
過
此
時
也
論
三
時
不
同
」

-
十
丁
オ

(
七
七
七
頁
下
)

-
二
七
丁
オ
(
七
八
四
頁
下
)

輪
文

其
釈

o
出
之
(
原
割
注
)
(
右
傍
に
「
輪
文
」
)

也

此
一
心
惣
説
更
無
違

o
開
発
菩
提
心
章
(
右
傍
に

「
也
」
)

叡
本
・
寛
本
「
其
釈
輪
文
出
之
」

叡
本
・
寛
本
「
此
一
心
惣
説
更
無
違
也
開
発
菩
提
心
章
」

-
二
八
丁
オ

(
七
八
五
頁
上
)

-
十
一
丁
ウ

(
七
七
八
頁
上
)可

如
彼
加
行
無
念
観
等

o
思
之
(
右
傍
に
「
可
」
)

庭
感
与
教

o
正
法
中
(
欄
上
に
「
例
如
」
)

叡
本
・
寛
本
「
臆
感
与
教
例
如
正
法
中
」

叡
本
・
寛
本
「
如
彼
加
行
無
念
観
等
可
思
之
」

四
丁
オ

(
七
八
七
頁
下
)

十
四
丁
オ

(
七
七
九
頁
下
)

難
有
末
法
之
言

o
如
正
像
等
説
年
限
(
欄
脚
に
「
末
ど
)

大
乗
法
界
無
差
別

o
説
菩
提
心
十
二
種
義
(
左
傍
に
「
論

論
ニ

叡
本
・
寛
本
「
難
有
末
法
之
言
未
如
正
像
等
説
年
限
」

-
L一一
¥句./

-
三
八
丁
オ

(
七
八
九
頁
上
)

唯
出
先
滅
之

o
言
(
右
傍
に
ご
」
)

叡
本
・
寛
本
「
大
乗
法
界
無
差
別
論
説
菩
提
心
十
二
種

義

叡
本
・
寛
本
「
唯
出
先
滅
之
一
言
」



-
四
三
丁
オ
(
七
九
一
頁
上
)

叫ん一軒一時切に十
O

仏
仏
名
遍
数
者
(
左
傍
に
「
也
若
シ
加
所
」
)

也
若
シ
加
所

叡
本
・
寛
本
日
間
計
一
号
に
十
也
若
加
所
仏
仏
名
遍
数
者
」

・
五
一
丁
オ
(
七
九
四
頁
下
)

十
地
菩
薩
不
離
念

o
賓
文
等
是
也
(
右
傍
に
「
三
」
)

-
六
一
一
丁
オ選
此

o
揮
者
兼
摂
取
也
(
右
傍
に
「
選
」
)

(
七
九
九
頁
下
)

叡
本
・
寛
本
「
此
選
揮
者
兼
摂
取
也
」

④
異
本
注
記
な
ら
び
に
そ
の
他
の
注
記

叡
本
・
寛
本
「
十
地
菩
薩
不
離
念
三
賓
(
叡
本
「
宝
」
)

-
三
五
丁
オ

(
七
八
八
頁
上
)

其
イ
本

只
出
愚
壊
一
分
也

o
得
否
碩
徳
(
挿
入
注
記
し
右
傍
に

文
等
是
也
」

-
五
一
丁
オ
(
七
九
四
頁
下
)

四
等

o
者
即
四
摂
也
(
右
傍
に
「
心
ト
」
)

「
其
イ
本
」
)

叡
本
・
寛
本
「
只
出
愚
壊
一
分
也
其
得
否
碩
徳
」

叡
本
・
寛
本
「
四
等
心
者
即
四
摂
也
」

-
四
一
丁
ウ

(
七
九

O
頁
下
)
観

答
日
本
願
念
仏
行
讐
巻
巻
経
中
委
既
説
之
(
右
傍
に

-
五
二
丁
ウ

(
七
九
五
頁
上
)

一
人

警
一
如
有
三
人
無
道
心
之
人

o
読
諦
法
華
(
右
傍
に
「

「
観
」
)

人
」
)

叡
本
・
寛
本
「
答
日
本
願
念
仏
行
讐
観
経
中
委
既
説
之
」

叡
本
・
寛
本
「
警
如
有
二
人
無
道
心
之
人
一
人
読
諦
法

-
四
二
丁
オ
(
七
九
一
頁
上
)

イ
本
元

汝
集
釈
此
文
云
言
言
望
仏
本
願
者
(
右
傍
に
「
イ
本
元
」
)

韮
十
」

-
五
六
丁
ウ
(
七
九
七
頁
上
)名

非
如
地
上
詮
会
真
如

o
摂
取
(
右
傍
に
「
名
」
)

叡
本
・
寛
本
「
汝
集
釈
此
文
云
言
望
仏
本
願
者
」

-
四
二
丁
ウ

(
七
九
一
頁
上
)

何
者
讐
観
ィ
経
発
願
文
云
(
「
讐
」
と
「
経
」

の
問
、
右
傍

叡
本
・
寛
本
「
非
如
地
上
詮
会
真
如
名
摂
取
」

-
五
六
丁
ウ

(
七
九
七
頁
上
)

に
「
観
イ
」
)

多
分
以
意
業
用
為
本
然

o
真
言
宗
(
左
傍
に
「
依
ニ
」
)

依
ニ

叡
本
・
寛
本
「
多
分
以
意
業
用
為
本
然
依
真
言
宗
」

叡
本
・
寛
本
「
何
者
讐
観
経
発
願
文
云
」

-
女
五
二
丁
オ

(
七
九
五
頁
上
)

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

一
三
五



仰
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

右凡
傍諸
に文
「含
空与
止薬奪

義

奪

の
左
傍
に
見
せ
け
ち
し

寛
本
「
凡
諸
文
含
与
奪
義
」

-
六
十
丁
オ

(
七
九
八
頁
下
)

光
明
住
因
也
果

o
是
現
光
也
(
挿
入
注
記
し
左
傍
に
「
者

者
イ
本

イ
本
」
)

叡
本
・
寛
本
「
光
明
住
因
也
果
者
是
現
光
也
」

墨
の
濃
淡
、
筆
致
等
か
ら
、
③
に
挙
げ
た
挿
入
注
記
は
概
ね
同
筆
と
思

わ
れ
る
が
、
④
に
挙
げ
た
注
記
は
別
筆
と
思
わ
れ
る
。

[
3
]
ま
と
め

以
上
、
成
本
を
底
本
と
し
て
『
荘
厳
記
』
の
字
句
の
異
同
な
ら
び
に
注

記
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
成
本
に
お
け
る
「
見
せ
け
ち
」

は
、
見
せ

け
ち
を
施
し
、
続
け
て
文
章
を
書
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
製
作
と
同

時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
①
文
字
・
語
句
の
異
な
り
」

に
お

い
て
は
、
成
本
と
叡
本
と
が
一
致
し
て
お
り
、
寛
本
は
異
な
っ
て
い
る
。

「
②
③
④
」

で
は
女
印
を
除
い
て
叡
本
と
寛
本
と
が
一
致
す
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
成
本
に
お
い
て
「
見
せ
け
ち
」
「
挿
入
注
記
」
等
を
施
し

た
内
容
が
、
叡
本
寛
本
双
方
の
底
本
の
基
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
①
か
ら
、
叡
本
と
寛
本
の
底
本
は

そ
れ
ぞ
れ
別
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

一
一
ニ
六

成
本
は
、
先
の
書
誌
概
略
で
の
考
察
に
お
い
て
、

そ
の
誤
記
の
あ
り
方

か
ら
、
著
者
自
身
が
内
容
を
考
え
な
が
ら
書
い
た
場
合
の
誤
記
で
は
な

く
、
手
元
に
控
え
が
あ
っ
た
上
で
の
目
移
り
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
、
成
本
が
明
恵
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
再
考
の
余
地
が
あ

る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
注
記
等
の
考
察
か
ら
成
本
が
『
荘
厳
記
』
諸
本
の

原
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
奥
田
勲
氏
、
金
水
敏
氏
の
研
究
に
よ
っ

て
方
便
智
院
の
室
町
期
成
立
の
目
録
に
「
擢
邪
輪
荘
厳
記
」
の
書
名
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
成
本
は
こ
の
「
方
便
智
院
」
の
印
記
を
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
回
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
が
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
成
本
が

「
明
恵
自
筆
」

の
如
何

に
関
わ
ら
ず
貴
重
な
書
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

一一、

構
成

『
擢
邪
輪
』
な
ら
び
に
『
荘
厳
記
』
に
お
け
る
『
選
択
集
』
批
判
の
内

容
に
つ
い
て
、
『
荘
厳
記
』
の
序
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
就
一
市
此
擢
邪
輪
一
部
中
所
破
過
失
一

(
中
略
)
総
計
レ
之
有
二
十
六

種
過
一
十
三
如
一
一
輪
文
出
v
之
於
一
一
此
記
中
一
亦
加
一
一
三
種
一
総
為
一
一

十
六
一
(
中
略
)
〈
己
上
十
三
種
過
失
中
初
六
過
本
輪
中
立
一
一
大
段
一

破
レ
之
後
七
過
因
ニ
義
便
一
散
一
一
破
之
一
臨
レ
文
可
レ
見
〉
今
此
記
中
加
一
一

三
種
一
者
謂
一
謬
一
一
解
摂
取
不
捨
名
義
一
過
二
以
二
念
仏
一
名
二
本
願
一



而
謬
二
解
観
経
説
不
説
一
過
三
謬
一
一
解
十
声
十
念
義
一
過

(
〈

〉
原
割
注
)

『
擢
邪
輪
』
で
は
十
三
の
過
失
を
挙
げ
、
『
荘
厳
記
』
で
は
さ
ら
に
三
の

そ
こ
で
、
先
ず
『
擢
邪
輪
』
に
お
い
て
述

過
失
を
述
べ
る
と
し
て
い
る
。

べ
た
と
す
る
十
三
の
過
失
を
『
擢
邪
輪
』
の
内
容
と
対
応
さ
せ
、
次
い
で

『
荘
厳
記
』
に
お
い
て
述
べ
る
一
一
一
の
過
失
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
(
番
号
は
『
荘
厳
記
』
序
に
お
け
る
記
載
順
、
訓
点
省
略
)

『
擢
邪
輪
』援
去
菩
提
心
過
失
(
巻
上
)

一
、
①
以
菩
提
心
不
為
往
生
極
楽
行
過

弁
定
菩
提
心
義

弁
定
二
百
一
十
億
仏
利
浄
機
義

③
云
浄
土
有
三
悪
趣
過

⑨
云
従
浄
土
浸
堕
積
土
悪
趣
過

二
、
②
言
弥
陀
本
願
中
無
菩
提
心
過

三
、
③
以
菩
提
心
為
有
上
小
利
過

四
、
④
言
双
観
経
不
説
菩
提
心
井
言
弥
陀
一
教
止
住
時
無
菩
提
心

過
(
巻
中
)

五
、
⑤
言
菩
提
心
抑
念
仏
過

弁
定
念
仏
定
散
義

料
簡
観
経
疏
文

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

⑩
執
往
生
宗
中
観
仏
三
味
念
仏
三
昧
別
体
過

五
余
、
⑪
謬
解
光
明
遍
照
之
経
文
過
(
巻
下
)

⑥
以
聖
道
門
誓
群
賊
過
失
蹴
一
唯
一
一
一
位
一
一
一

⑦
於
群
賊
睦
言
一
中
隠
自
過
失
過

⑫
云
仏
果
一
切
功
徳
不
及
名
号
功
徳
過

⑬
能
立
一
宗
不
成
過

『
荘
厳
記
』
⑭
謬
解
摂
取
不
捨
名
義
過

⑮
以
念
仏
名
本
願
而
謬
解
観
経
説
不
説
過

⑮
謬
解
十
声
十
念
義
過
也
加
此
為
十
六
過
失

次
に
『
荘
厳
記
』
の
構
成
を
確
認
す
る
。
(
【
問
端
】

の
下
は
『
荘
厳

記
』
に
挙
げ
る
『
擢
邪
輪
』
の
文
。
(

)
内
は
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
の
頁

と
そ
の
上
下
)

一
、
題
目
義
(
『
浄
全
』
七
七
四
頁
下
、
以
下
同
書
の
頁
と
そ
の
上

下
)

二
、
菩
提
心
決
中
菩
提
心
体
性
義
(
七
七
五
頁
下
)
。

所
論
は
「
弁
定
菩
提
心
義
」
宝
二
九
頁
下
)

一
二
、
第
一
門
決
中
(
七
八
一
頁
下
)
。

【
問
端
}
輪
云
間
如
一
一
此
文
下
文
一
云
中
品
三
人
無
一
一
菩
提

心
一
故
仏
不
一
一
来
仰
一
云
云
今
何
云
レ
有
一
一
菩
提
心
一
乎
答
下

文
云
不
レ
発
一
一
無
上
大
菩
提
心
一
不
レ
簡
一
一
小
乗
菩
提
心
一
也
一
時

七



併
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冊
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浄
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教
典
籍
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研
究
」

(
三
二
六
頁
上
)

四
、
法
住
時
分
義
(
七
八
一
頁
下
)

【
問
端
}
輪
云
若
約
一
一
第
二
家
説
一
従
一
方
年
一
以
後
至
一
一
万

兵
劫
時
一
若
約
一
一
第
三
家
説
一
従
-
一
万
年
一
以
後
至
一
一
七
万
歳

時
一
也
認
(
三
四
二
頁
上
)

五
、
法
滅
時
菩
提
心
経
住
不
住
義
(
七
八
八
頁
下
)

【
問
端
】
輪
云
但
此
義
不
一
一
必
定
執
一
若
非
-
一
道
理
一
者
且
為
下

対
二
汝
非
理
執
一
我
亦
致
中
非
理
難
上
一
日

六
、
第
五
門
決
定
散
章
中
(
七
八
九
頁
下
)

(
三
五
一
頁
下
)

【
問
端
}
輪
云
是
故
観
経
疏
第
四
散
善
義
云
五
従
一
一
若
念

仏
者
一
下
回
得
レ
為
二
比
類
二
戸
(
三
五
三
頁
上
)

七
、
第
五
門
決
定
散
章
中
念
仏
三
昧
余
行
兼
不
兼
義
(
七
九

O
頁
上
)

【
問
端
】
或
於
一
一
念
仏
行
中
一
有
レ
兼
一
一
読
諦
大
乗
等
余
行
一

如
二
観
仏
三
昧
経
第
十
云
一
等
詔
(
三
五
七
頁
上
)

八
、
料
簡
疏
文
章
中
念
仏
三
昧
観
仏
三
昧
同
異
義
(
七
九

O
頁
下
)
。

所
論
は
「
菩
提
心
言
レ
抑
-
一
念
仏
一
過
」
(
三
五
八
頁
上

i
)

九
、
摂
取
不
捨
義
(
七
九
四
頁
上
)

【
間
端
】
輪
云
望
一
一
地
上
菩
薩
識
所
変
浄
土
一
諸
境
難
レ
通
一
一

有
漏
無
漏
一
今
善
導
意
且
挙
二
無
漏
義
辺
一
無
漏
義
亦
難
レ

通
二
心
境
一
善
導
意
亦
取
一
一
無
漏
心
心
所
法
一

(
三
七

O
頁

下
)

二
ニ
八

十
、
人
空
理
中
五
組
空
義
(
八

O
一
頁
下
)

【
問
端
】
輪
云
人
空
理
中
五
趨
皆
空
一
日

以
上
の
十
箇
が
『
荘
厳
記
』
に
挙
げ
る
項
目
と
問
端
で
あ
る
。
こ
れ
ら

(
三
七
三
頁
下
)

は
一
は
題
目
、
二
と
三
は
「
第
一
の
過
失
」

で
の
「
弁
定
菩
提
心
義
」
、

四
と
五
は
「
第
四
の
過
失
」

で
の
「
経
道
滅
尽
」
、
六
・
七
・
八
は
「
第
五

の
過
失
」
で
の
「
念
仏
三
昧
観
仏
三
昧
」
、
九
は
「
第
五
の
余
の
過
失
」
、

十
は
「
菩
提
心
を
嬢
去
す
る
過
失
」

の
ま
と
め
の
内
、
等
に
つ
い
て
再
論

す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
本
書
に
お
い
て
述
べ
る
と
す
る
三
つ
の
過
失

(
⑭
⑮
⑮
)
 
の
内
、
⑭
は
九
の
「
摂
取
不
捨
義
」

に
お
い
て
、
⑮
⑮
は
八

の
「
料
簡
疏
文
章
中
念
仏
三
昧
観
仏
三
昧
同
異
義
」
に
お
い
て
論
じ
ら
れ

て
お
り
、
批
判
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
前
の

序
に
十
三
種
過
失
中
初
六
過
本
輪
中
立
二
大
段
一
破
レ
之
後
七
過
因
二
義
便
一

散
二
破
之
一

と
、
『
擢
邪
輪
』
で
述
べ
る
十
三
の
過
失
の
内
、
後
の
七
の
過
失
は
大
段

を
立
て
ず
に
「
義
便
に
よ
っ
て
散
破
」
し
た
と
述
べ
る
の
と
同
様
に
『
荘

厳
記
』
の
文
中
に
お
い
て
散
破
さ
れ
る
形
式
を
取
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
荘
厳
記
』
で
は
『
擢
邪
輪
』
の
「
題
目
」
と
、

「
大
文
第
一
、
菩
提
心
を
援
去
す
る
過
失
」
の
中
、
第
一
、
第
四
、
第

五
、
第
五
の
余
、
等
を
論
じ
て
お
り
、
「
大
文
第
二
、
聖
道
門
を
群
賊
に

喰
え
る
過
失
」

に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。



四

内
容
概
観

[
題
目
義
]

こ
こ
で
は
『
擢
邪
輪
』
の
具
名
で
あ
る
「
於
一
向
専
修
宗
選
択
集
中
擢

邪
輪
」
の
中
に
、
批
判
の
対
象
で
あ
る
『
選
択
集
』
の
名
を
入
れ
た
理
由

に
つ
い
て
、
『
選
択
集
』
と
簡
別
す
る
為
で
あ
る
と
し
、
ま
た
智
僚
の
書

の
題
名
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
題
目
の
例
は
特
別
の
こ

と
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

[
菩
提
心
決
中
菩
提
心
体
性
義
]

菩
提
心
体
性
義
は
、
『
擢
邪
輪
』
の
、
第
一
の
過
「
以
二
菩
提
心
一
不
レ

為
二
往
生
極
楽
行
一
過
」
の
初
め
に
「
先
須
一
一
一
弁
一
一
定
菩
提
心
義
L

と
し
て

論
じ
ら
れ
る
内
容
で
、
そ
こ
で
は
、
次
の
十
一
の
典
籍
が
引
用
さ
れ
る
。

①
善
導
『
観
経
疏
』
「
序
文
義
」
。
②
元
暁
『
遊
心
安
楽
道
』
。
③
表
公

『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
(
取
意
)
。
④
善
導
『
観
経
疏
』
「
序
文
義
」
(
①

と
は
別
所
)
。
⑤
道
紳
『
安
楽
集
』
。
⑥
世
親
『
無
量
寿
経
論
』
(
取
意
)
。

⑦
世
親
『
十
地
経
論
』
(
内
容
指
摘
)
。
⑧
世
親
『
発
菩
提
心
経
論
』
。
⑨

蓮
華
蔵
菩
薩
『
広
釈
菩
提
心
静
。
⑩
馬
鳴
『
大
乗
起
信
響
。
⑪
世
親

(
お
)

『
仏
性
論
』
(
取
意
)
。
⑫
龍
樹
『
菩
提
心
離
相
論
』
。

こ
の
内
、
①
と
②
は
共
に
菩
提
心
の
行
相
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
③
を
以
て
「
浄
土
家
の
発
心
は
縁
発
心
で
あ
る
」

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

と
し
、
④
⑤
⑥
は
③
の
文
証
と
し
て
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
⑦
は

「
此
菩
提
心
為
下
於
一
一
諸
教
一
有
中
差
別
上
乎
」
と
の
設
問
に
対
す
る
答
と
し

て
「
三
乗
行
者
於
一
一
三
乗
菩
提
一
起
一
一
希
求
心
一
随
一
一
其
三
根
差
別
一
出
二
三

種
菩
提
一
(
中
略
)
難
レ
有
一
一
分
位
不
同
一
其
心
体
無
一
一
差
別
一
也
」
と
す
る

文
証
と
し
て
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
③
⑨
⑩
は
⑦
(
菩
提
心
体
無
差

に
対
し
て
「
諸
宗
釈
文
不
同
」
と
い
う
反
問
と
し
て
の
引
用
で
あ

別
義
)

る
。
こ
の
よ
う
に
文
証
、
反
問
等
の
形
を
取
り
な
が
ら
多
様
な
解
釈
を
挙

げ
、
結
論
と
し
て
⑪
『
仏
性
論
』
の
「
三
種
仏
菩
提
」
、
⑫
『
菩
提
心
離

相
論
』
の
「
法
無
我
平
等
自
身
本
来
不
生
自
性
空
故
」
等
を
⑦
の
文
証
と

し
て
引
用
し
て
「
与
一
一
法
無
我
理
一
相
応
心
指
レ
此
云
二
菩
提
心

L

「
諸
教

菩
提
心
其
体
性
無
二
差
別
一
也
」
等
と
、
菩
提
心
の
体
性
を
定
義
す
る
。

『
荘
厳
記
』
で
は
、
『
擢
邪
輪
』
に
お
い
て
菩
提
心
の
体
性
を
こ
の
よ
う

に
定
義
し
た
理
由
を

此
決
中
所
三
以
明
二
菩
提
心
体
無
差
別
義
一
者
世
間
浅
識
男
女
等
聞
二

教
文
不
同
浅
深
差
別
一
執
一
一
心
体
各
別
義
一

理
解
の
浅
い
衆
生
は
「
経
文
の
不
同
」
に
執
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
に

よ
っ
て
菩
提
心
の
体
に
差
別
が
あ
る
も
の
と
誤
っ
た
理
解
を
し
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た

此
心
無
二
差
別
一
通
一
二
切
諸
仏
法
一
以
為
一
一
命
根
一

菩
提
心
は
一
切
諸
仏
の
法
を
通
じ
て
命
根
で
あ
る
と
し
、
一
方
で
「
顕
二

其
体
一
教
門
不
同
諸
義
差
別
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
教
え
の
説
き

一
三
九
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方
に
お
い
て
は
不
同
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
菩
提
心
体
無
差

一
方
で
「
教
文
不
同
」
と
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
先
ず
菩

提
心
の
ご
心
総
説
」
の
文
証
と
し
て
『
法
界
無
差
別
論
』
『
菩
提
心
離

相
論
』
『
仏
性
論
』
等
を
挙
げ
、
次
に
「
別
説
」
の
文
証
と
し
て
智
僚
の

別
」
と
し
、

『
孔
目
章
』
「
賢
首
品
所
立
発
菩
提
心
章
」
の
「
体
性
者
随
義
不
同
略
有
一
一

三
種
二
相
発
二
息
相
発
三
真
発
」
の
文
を
引
用
し
て
「
随
一
一
発
心
浅
深
一

分
二
始
中
終
不
同
一
」
つ
こ
と
を
示
す
。

こ
の
よ
う
に
示
す
こ
と
は
、
教
文
に
は
、
『
菩
提
心
離
相
論
』
等
の
よ

う
に
菩
提
心
の
体
を
論
じ
る
内
容
と
、
『
孔
目
章
』
の
よ
う
に
「
発
門
」

す
な
わ
ち
衆
生
の
機
根
に
相
応
し
た
発
心
に
つ
い
て
論
じ
る
内
容
等
が
あ

る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
擢
邪
輪
』
の
「
弁
定
菩
提
心
義
」

で
は
教
門
に

お
け
る
「
別
説
」
と
し
て
『
観
経
疏
』
、
『
遊
心
安
楽
道
』
、
『
安
楽
集
』
等

を
挙
げ
、
「
総
説
」
と
し
て
『
菩
提
心
離
相
論
』
に
よ
っ
て
、
菩
提
心
体

の
無
差
別
を
示
し
、
『
荘
厳
記
』
で
は
「
発
門
」
(
衆
生
の
機
根
の
差
別
、

『
孔
目
章
』
)
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
文
が
多
様
に
説
か
れ
る
こ
と
を

示
す
。

[
第
一
文
決
中
]

こ
こ
で
は
『
擢
邪
輪
』
「
第
一
の
過
」

下
、
『
群
疑
論
』
)

に
お
い
て
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
(
以

で
の
「
中
品
下
生
仏
不
来
迎
」
の
理
由
に
つ
い
て
、

一
四

O

下
文
云
不
レ
発
一
一
無
上
大
菩
提
心
一
不
レ
簡
一
一
小
乗
菩
提
心
一
山
町

『
群
疑
論
』
の
「
中
品
の
三
人
は
無
上
の
大
菩
提
心
を
発
さ
ず
、
小
乗
の

菩
提
心
を
簡
(
へ
だ
て
)

な
か
っ
た
」
と
す
る
文
を
示
し
た
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

『
荘
厳
記
』
で
は
「
仏
不
来
迎
」

に
つ
い
て

先
発
二
大
心
一
薫
一
一
成
種
子
一
後
時
退
レ
心
不
レ
起
一
一
現
行
一
由
下
先
発
一
一
大

心
一
種
子
不
上
レ
失
故
得
一
一
作
レ
因
往
生
一

先
ず
大
心
を
発
し
て
そ
の
種
子
を
薫
じ
れ
ば
、
後
に
退
心
し
て
大
乗
の
行

を
行
わ
な
い
者
で
も
、
大
心
の
種
子
を
失
わ
な
い
こ
と
で
、
往
生
の
因
と

な
る
、
と
す
る
。

『
群
疑
論
』
で
は
「
中
品
下
生
仏
不
来
迎
」

の
前
…
に

中
品
三
人
退
一
一
大
乗
心
一
発
一
一
小
乗
意
一
退
一
一
大
乗
行
一
修
一
一
小
乗
前
一

中
品
の
三
人
は
大
乗
の
心
と
行
と
を
を
退
し
、
小
乗
の
意
を
発
し
小
乗
の

行
を
修
す
、

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
荘
厳
記
』
で
は
こ
の
内
容
を
ふ
ま
え

て
『
擢
邪
輪
』
の
説
示
を
説
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
大
心
」

と

は
大
乗
の
菩
提
心
の
こ
と
で
あ
り
、
大
乗
と
小
乗
と
を
峻
別
す
る
こ
と
を

示
す
。

〔
法
住
時
分
義
]

こ
こ
で
は
『
擢
邪
輪
』
第
四
の
過
「
破
下
云
三
双
観
経
不
レ
説
一
一
菩
提
心
一

井
云
三
弥
陀
一
教
止
住
時
無
一
一
菩
提
心
一
過
上
」
に
お
け
る
「
経
道
滅
尽
」



に
つ
い
て
述
べ
る
。

『
擢
邪
輪
』
で
は
「
発
心
の
因
縁
」
の
例
と
し
て
、
釈
尊
が
因
位
に
お

い
て
地
獄
の
衆
生
で
あ
っ
た
時
、
地
獄
に
お
い
て
発
心
し
た
と
い
う
『
大

方
便
仏
報
思
経
』
の
本
生
語
を
引
用
し
て

此
則
釈
尊
為
一
一
罪
人
一
之
昔
見
一
一
衆
生
苦
一
発
二
菩
提
心
一
有
二
慈
悲
一
人

皆
以
可
レ
同
レ
之

慈
悲
心
が
あ
れ
ば
、
地
獄
で
の
発
心
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
他
に

も
多
く
の
経
典
を
引
用
し
て
「
発
心
の
因
縁
」
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と

を
示
す
。

ま
た

若
有
一
一
発
心
一
者
聞
法
得
道
亦
不
レ
疑
是
故
止
住
百
歳
等
文
亦
約
一
一
経

道
興
廃
二
途
説
也
更
非
レ
謂
下
約
一
一
人
機
一
無
中
如
レ
此
諸
門
上
也
一

「
止
住
百
歳
」
と
は
経
道
の
興
廃
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
る
一
つ
の
解
釈

で
あ
り
、
様
々
な
衆
生
の
機
根
を
考
え
れ
ば
教
門
が
な
く
な
る
こ
と
は
な

い
と
す
る
。

「
発
心
の
因
縁
」

に
つ
い
て
は
多
く
の
経
典
を
引
用
し
て
詳
細
に
論
じ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
比
べ
て
、
「
経
道
滅
尽
」

に
つ
い
て
引
用
さ
れ

る
典
籍
は
懐
感
の
『
群
疑
論
』
、
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
、
環
興
の
『
無
量

寿
経
連
義
述
文
賛
』
、
道
紳
の
『
安
楽
集
』
の
四
書
の
み
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
『
擢
邪
輪
』
で
は
「
発
心
の
因
縁
」
が
多
様
に
存
在
す
る
こ
と

を
示
す
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
荘
厳
記
』
で
は
「
法
住
時
分
義
」

の
は
じ
め
に

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

今
案
一
一
此
法
住
義
一
総
有
一
三
門
二
別
説
三
時
門
二
総
説
法
住
門
然

此
二
門
始
終
無
一
一
相
違
一
也

法
住
の
義
に
は
別
説
三
時
門
と
総
説
法
住
門
と
が
あ
り
、
こ
の
二
門
は
矛

盾
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
、
別
説
三
時
門
は
、
諸
門
に
不
同
は
あ
っ
て
も

皆
同
じ
く
盛
衰
不
同
と
い
う
観
点
か
ら
始
中
終
の
義
を
立
て
た
も
の
で
あ

り
、
総
説
法
住
門
は
不
可
思
議
な
る
因
縁
業
力
に
よ
っ
て
常
住
す
る
と
述

べ
る
。『擢
邪
輪
』

「
発
心
の
因
縁
」

の
多
様
性
を
示
す
こ
と
を
中

に
お
い
て

心
に
論
じ
た
こ
と
は
、
発
心
の
可
能
性
を
限
定
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
『
荘
厳
記
』
で
は
「
発
心
の
因
縁
」
を
示
す

た
め
の
典
籍
は
引
用
さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
「
経
道
滅
尽
」

に
対
す
る
諸
師

の
異
説
を
示
す
為
に
多
く
の
典
籍
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
の

「
菩
提
心
体
性
義
」
と
同
じ
く
、
法
住
義
に
「
総
説
」
と
「
別
説
」
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
の
別
説
を
詳
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
を
一
つ
に
限

定
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

[
法
滅
時
菩
提
心
経
住
不
住
義
]

」
こ
で
は
『
擢
邪
輪
』
の
次
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。

輪
云
但
此
義
不
一
一
必
定
執
一
若
非
二
道
理
一
者
且
為
対
一
一
汝
非
理
執
一
我

亦
致
一
一
非
理
難
一

こ
こ
に
い
う
「
此
義
」
と
は
、
『
擢
邪
輪
』
に
お
い
て
『
無
量
寿
経
』

四



俳
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

の
「
特
留
此
経
」

の
義
を
「
阿
弥
陀
仏
の
願
力
に
よ
っ
て
『
無
量
寿
経
』

が
末
世
に
留
ま
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
教
え
が
留
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
他
の
経
典
に
つ
い
て
い
う
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
内
容
を
指
し

『
擢
邪
輪
』
で
は
続
け
て

「
汝
(
法
然
)

の
誤
っ
た
執
着
に
対
し
、
我

(
明
恵
)
も
道
理
に
外
れ
た
こ
と
を
言
っ
た
ま
で
で
あ
る
」
と
し
た
。
『
荘

厳
記
』
で
は
こ
の
後
半
部
分
に
つ
い
て
述
べ
る
。

『
擢
邪
輪
』
で
は
『
出
生
菩
提
心
経
』
を
引
用
し
、
釈
迦
が
因
位
に
お

い
て
経
典
を
学
び
、

そ
の
善
業
に
よ
っ
て
末
世
に
『
出
生
菩
提
心
経
』
を

得
た
こ
と
、
薄
福
の
衆
生
が
生
死
流
転
の
中
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
願
力

に
よ
っ
て
、
『
出
生
菩
提
心
経
』
を
得
た
こ
と
、

ま
た
阿
弥
陀
仏
の
願
力

に
よ
っ
て
末
世
に
『
出
生
菩
提
心
経
』
が
顕
揚
す
る
等
の
こ
と
を
示
す
。

『
荘
厳
記
』
で
は
、
先
ず
『
擢
邪
輪
』
で
の
『
出
生
菩
提
心
経
』
の
引

用
文
に
つ
い
て

如
於
一
一
彼
後
末
世
一
執
持
在
-
一
其
手
一
之
文
者
若
我
為
随
レ
仏
市
学
者
遂
一
一

末
法
値
遇
一
乎
愚
-
一
斯
由
阿
弥
陀
願
力
如
是
果
之
文
一
者
若
我
為
如
レ

願
而
信
者
起
一
一
無
上
道
心
一
乎

「
彼
の
後
の
末
世
に
於
て
執
持
し
て
其
の
手
に
在
り
」
と
い
う
の
は
、
仏

に
随
っ
て
学
べ
ば
末
世
で

(
経
典
に
)
値
遇
す
る
こ
と
を
い
い
、
「
阿
弥

陀
仏
の
願
力
に
由
り
、
是
の
如
く
果
る
」
と
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
の
願
を

信
じ
れ
ば
無
上
の
道
心
を
起
こ
す
、

と
解
釈
す
る
こ
と
を
示
し
、

そ
の
上

で
法
然
の
解
釈
に
対
し
て

四

汝
失
一
一
釈
文
之
方
軌
一
唯
出
二
先
滅
之
一
言
一
以
此
為
一
一
所
以
一
駿
一
7
無

菩
提
心
一

釈
文
の
方
軌
を
失
し
「
先
滅
」
の
一
言
の
み
に
執
着
し
て
菩
提
心
を
廃

す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、

ま
た

菩
提
心
発
起
之
因
縁
随
事
無
量
(
中
略
)
一
一
一
一
口
論
往
復
章
段
繁
広
一
経

文
義
随
分
勘
一
一
註
之
一
住
滅
両
義
碩
徳
可
レ
定
一
一
説
之
一
而
巳

発
菩
提
心
の
因
縁
は
無
量
で
あ
り
、
解
釈
も
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、
経
文

は
各
衆
生
に
相
応
す
る
よ
う
考
え
ら
れ
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、

と
批

判
す
る
。

先
に
み
た
よ
う
に
、
明
恵
は
、
法
滅
も
発
起
の
一
因
縁
と
し
て
お
り
、

ま
た
仏
仏
道
同
で
あ
っ
て
、
阿
弥
陀
一
仏
も
諸
仏
も
同
等
で
あ
り
、

そ
れ

ぞ
れ
の
願
は
一
切
衆
生
の
一
々
に
相
応
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
、

と

い
う
立
場
か
ら
『
出
生
菩
提
心
経
』

の
解
釈
を
示
し
、
『
無
量
寿
経
』
の

「
特
留
此
経
」

の
文
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
教
え
が
末
世
に
留
ま
る
と
い

う
こ
と
は
、
諸
仏
の
教
え
も
留
ま
る
と
す
る
。
こ
う
し
て
「
正
論
」
を
述

べ
る
こ
と
で
、
『
擢
邪
輪
』
で
の
「
此
義
」
が
ど
の
よ
う
に
「
非
理
難
」

で
あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

[
第
五
門
決
定
散
章
中
]

」
こ
で
は
『
擢
邪
輪
』
の
次
の
文
を
挙
げ
る
。

輪
云
是
故
観
経
疏
第
四
散
善
義
云
五
従
一
一
若
念
仏
者
一
下
到
得
レ
為
一

k



類
一
日
一
蒜
輸
な
具
此
中
既
於
一
一
散
善
義
中
一
立
一
一
三
昧
名
一
此
約
一
一
善
体
一
立
レ

名
也

『
擢
邪
輪
』
で
は
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
文
を
挙
げ
て
「
散
善
義
の
中

に
三
昧
の
名
を
立
て
る
の
は
善
行
の
体
か
ら
散
善
の
行
に
つ
い
て
述
べ
る

も
の
で
あ
る
」
と
し
、
散
善
の
行
は

約
二
人
位
一
取
レ
之
終
不
レ
発
一
一
定
心
一
故
摂
一
一
散
善
中
一
(
卸

定
心
を
発
す
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
行
で
あ
る
と
す
る
。

『
荘
厳
記
』
で
は
、
『
観
経
疏
』
の
定
善
・
散
善
の
二
義
は
「
正
宗
分
」

で
あ
る
が
、
『
擢
邪
輪
』
で
散
善
義
に
念
仏
三
昧
の
名
を
立
て
る
文
証
と

し
て
引
用
す
る
『
観
経
疏
』
の
文
は
「
流
通
分
」
の
文
で
あ
る
と
指
摘
し

た
上
で
、
こ
の
箇
所
を
散
善
義
を
示
す
文
と
し
て
文
証
に
引
用
し
た
こ
と

を
説
明
す
る
。

観
一
一
疏
意
一
有
一
一
二
流
通
義
一
謂
以
一
一
経
行
此
三
昧
者
乃
至
何
況
憶
念
文
一

為
二
定
善
流
通
一
是
故
疏
釈
一
一
此
文
一
中
云
一
明
下
総
標
一
一
定
善
一
以
立
中

三
昧
之
紙
上
等
一
一
次
輪
文
所
レ
引
即
散
善
流
通
文
也
隣
一
一
次
上
定
善
流

通
文
一
此
文
来
是
故
於
一
一
当
疏
中
一
設
余
処
所
レ
言
念
仏
三
昧
名
言
難
レ

有
一
忌
散
之
濫
一
於
一
散
善
称
名
一
立
一
一
三
昧
名
一
此
解
釈
殊
明
白
也

『
観
経
疏
』
流
通
分
に
は
定
善
流
通
義
と
散
善
流
通
義
の
二
つ
が
あ

り
、
定
善
流
通
義
は
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
『
観
経
』
の
「
行
一
一
此
三
昧
一

者
現
身
得
レ
見
一
一
無
量
寿
仏
及
二
大
士
一
若
善
男
子
及
善
女
人
但
聞
一
一
仏
名

二
菩
薩
名
一
除
一
一
無
量
劫
生
死
之
罪
一
何
況
憶
念
」
の
文
を
釈
す
の
に
四
つ

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

の
意
義
が
あ
る
と
す
る
中
の
第
一
を
ご
明
下
総
標
定
善
以
立
中
三
昧
之

名
上
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
『
観
経
』
の
こ
の
文
を
指
す
と
す
る
。
次
に

散
善
流
通
義
は
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
『
観
経
』
の
「
若
念
仏
者
当
レ
知

此
人
即
是
人
中
芥
陀
利
花
観
世
音
菩
薩
大
勢
至
菩
薩
為
一
一
其
勝
友
一
当
坐
二

道
場
一
生
二
諸
仏
家

L

の
文
を
「
正
顕
一
一
一
念
仏
三
昧
功
能
超
絶
実
非
一
一
雑
善

得
?
為
一
一
比
類

L

と
釈
す
箇
所
で
あ
る
と
す
る
。
『
観
経
疏
』
に
は
前
の

文
に
は
「
定
善
」
の
語
が
あ
っ
て
、
後
の
文
に
は
「
散
善
」
の
語
は
な
い

が
、
こ
の
二
つ
の
文
は
並
ん
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
の
文
が

「
定
善
流
通
義
」

で
、
こ
れ
に
続
く
文
が
「
散
善
流
通
義
」

で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、

よ
っ
て
流
通
分
を
散
善
義
の
文
証
と
し
て
引
用
す
る

」
と
に
問
題
は
な
い
と
す
る
。

[
第
五
門
決
定
散
章
中
念
仏
三
昧
余
行
兼
不
兼
義
]

こ
こ
で
は
『
擢
邪
輪
』
の
次
の
文
を
挙
げ
る
。

輪
云
於
一
一
念
仏
行
中
一
有
レ
兼
一
一
読
語
大
乗
等
余
行
一
如
一
一
観
仏
三
昧
経

第
十
云
一

こ
れ
は
、
善
導
が
念
仏
三
昧
の
行
儀
と
し
て
称
名
の
一
行
を
勧
め
る
の

は
、
「
一
類
の
称
名
の
行
者
の
為
に
一
つ
の
方
法
を
示
す
」
も
の
で
あ

り

一
方
、
総
て
の
行
者
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
読
諦
大
乗
、
持

戒
等
の
諸
縁
を
具
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
念
仏
三
昧
が
成
就
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
『
観
仏
三
昧
経
』
を
文
証
に
述
べ
、
「
総
」
と

四



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

「別」

の
観
点
か
ら
、
善
導
の
解
釈
を
別
説
の
一
つ
で
あ
る
と
し
た
文
の

一
部
で
あ
る
。

『
荘
厳
記
』
で
は

於
二
諸
行
中
一
念
仏
三
昧
殊
具
一
一
持
戒
等
諸
縁
一
成
二
就
之
一
也
何
者
謂

余
三
昧
値
一
通
解
行
二
友
一
修
禅
支
分
具
足
発
一
一
近
分
根
本
禅
一
皆
有
一
一

成
就
之
軌
儀
一
又
或
有
四
発
レ
禅
未
三
必
云
一
一
見
仏
聞
法
一
此
称
名
三
昧

唯
以
一
一
浄
心
称
名
方
便
一
直
発
一
一
三
昧
一
見
仏
開
法
殊
制
-
一
犯
戒
見
慢
等

過
一
可
レ
為
一
一
支
分
一
也
如
下
彼
依
一
一
未
至
定
一
得
一
一
初
二
果
一
等
上
者
入
観

時
雄
レ
不
レ
起
一
一
染
心
一
居
家
聖
者
出
観
時
有
一
一
白
妻
等
愛
染
一
今
称
名

三
昧
尚
可
レ
超
一
一
過
此
二
向
専
修
百
即
百
生
義
是
得
二
成
お
)
一

念
仏
三
昧
は
持
戒
等
の
諸
縁
を
具
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
就
す
る
も
の

で
あ
り
、
他
の
三
昧
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
「
成
就
の
軌
儀
」
が
あ
る

と
す
る
。
ま
た
在
家
の
行
者
に
お
い
て
は
禅
を
発
し
て
も
見
仏
聞
法
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
が
、
称
名
三
昧
は
浄
心
称
名
方
便
を
以
て
犯
戒
見
慢
等

を
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
昧
を
発
し
て
見
仏
開
法
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
軌
儀
を
ふ
ま
え
た
称
名
三
味
は
百
即
百
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
未

に
依
っ
て
得
る
初
二
果
を

至
定
(
初
禅
定
を
得
る
た
め
の
準
備
的
修
行
)

超
過
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
味
に
は
成
就
の
軌
儀
が
あ
り
、
三
昧
の
状
態
に
は

「
近
分
定
」
「
根
本
定
」
等
が
あ
り
、
ま
た
行
者
に
も
「
初
二
果
」
と
い
う

「
位
」
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
修
行
の
段
階
が
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と

四
四

に
よ
っ
て
、
善
導
の
所
説
が
ご
類
の
行
者
」
「
一
つ
の
方
法
」
を
説
く

も
の
、
す
な
わ
ち
別
説
の
一
つ
で
あ
る
と
し
た
『
擢
邪
輪
』
の
解
釈
の
妥

当
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

[
料
簡
疏
文
中
念
仏
三
昧
観
仏
三
昧
同
異
義
]

こ
こ
で
は
、
『
観
経
疏
』

に
説
か
れ
る
「
念
仏
三
昧
」

と
「
観
仏
三

昧
」
の
両
三
昧
に
お
け
る
同
義
と
異
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
「
同
義
」
に
つ
い
て

『
擢
邪
輪
』
で
は
観
の
成
就
は
す
な
わ
ち
念
の
成
就
で
あ
り
、
「
観
仏
三

昧
と
念
仏
三
昧
と
は
異
体
無
し
」
と
し
、
ま
た
「
観
見
」
す
な
わ
ち
「
見

る
」
と
い
う
の
は
、

心
(
意
識
)

と
眼
根
(
視
覚
能
力
)
と
に
因
る
も
の

で
あ
る
の
で
、
念
と
観
と
は
一
心
で
あ
り
、

義
」
で
あ
る
と
す
る
。

」
の
意
味
に
お
い
て
「
同

『
荘
厳
記
』
で
は
、
『
選
択
集
』
第
十
二
章
に
お
い
て
「
本
願
の
念
仏
行

は
『
無
量
寿
経
』
に
詳
説
す
る
の
で
『
観
経
』
で
は
重
説
し
な
い
)
」
と
す

る
内
容
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
念
仏
三
昧
と
観
仏
三
昧
と
の
同
義

に
つ
い
て
述
べ
る
。

先
ず
『
観
経
疏
』
に
つ
い
て
、

善
導
釈
一
一
観
経
持
無
量
寿
仏
名
付
属
文
一
云
望
仏
本
願
等
一
戸
汝
集
釈
二

此
文
一
云
言
一
一
望
仏
本
願
一
者
指
一
一
双
観
経
四
十
八
願
中
第
十
八
願
一
也
一
向

爾
者
説
難
レ
不
レ
説
一
一
発
願
義
一
若
説
二
念
仏
一
者
望
一
一
双
観
経
一
即
是
本



願
念
仏
也
汝
何
可
レ
云
三
観
経
不
一
一
重
説
一
乎

『
観
経
疏
』
で
は
『
観
経
』
の
「
持
無
量
寿
仏
名
」
を
「
望
仏
本
願
」

と
し
て
『
無
量
寿
経
』
の
本
願
に
依
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
観

経
』
の
「
持
無
量
寿
仏
名
」
と
は
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
に
説
か
れ
る

念
仏
の
こ
と
で
あ
り
、
同
じ
く
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」

は
『
無
量
寿
経
』

の
本
願
の
念
仏
を
指
し
て
い
る
と
す
る
。

次
に
、
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
の
「
乃
至
十
念
」

を
善
導
が
「
十

声
」
と
解
釈
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

解
日
此
文
委
細
説
一
一
称
名
義
一
何
者
謂
能
所
合
論
称
名
惣
有
一
一
三
法
一

一
念
二
声
三
仏
名
也
(
中
略
)
今
以
一
一
仏
名
一
為
一
二
一
法
故
今
言
一
千

念
一
者
其
法
体
即
二
十
一
法
肘
一
日
計
時
沼
十
也
若
加
一
一
所
念
仏
名
遍
数
一
者

即
為
二
三
十
法
一
也
諮
口
一
位
向
山
鯨
腕
(
ね
)

明
恵
は
「
称
名
の
位
に
は
必
ず
心
念
有
り
。
十
声
と
い
う
は
声
を
挙

げ
、
必
ず
心
念
に
摂
す
也
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
称
名
に
は
、
念
・
声
・

仏
名
の
三
の
法
が
あ
り
、
「
十
声
」

に
は
十
の
念
法
と
十
の
声
法
と
仏
名

の
一
法
と
で
二
十
一
法
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
解
釈
を
基
に
、
善
導
が

『
無
量
寿
経
』
の
「
十
念
」
を
「
十
声
」
と
解
釈
す
る
の
は
、
「
乃
至
十
念

称
南
無
阿
弥
陀
仏
」

に
二
十
一
の
法
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

よ
っ
て
『
無
量
寿
経
』
の

釈
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
『
観
経
』
に
お
い
て
は
本
願
の
念
仏
を
詳

で
あ
り
、

「
十
念
」

の
一
句
を
よ
り
詳
細
に
解

細
に
説
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
先
の
『
選
択
集
』
の
解
釈
を
批
判
す

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

る
。
こ
の
よ
う
に
、
念
・
声
・
仏
に
そ
れ
ぞ
れ
法
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、

念
と
声
と
を
各
別
に
捉
え
る
立
場
は
『
選
択
集
』
第
三
章
に
お
け
る
「
念

声
是
ご
の
解
釈
に
対
す
る
批
判
へ
と
展
開
す
る
。

念
者
是
心
所
声
者
是
色
心
色
既
異
何
為
一
体
乎

念
と
は
心
郡
山
)
で
あ
り
、
声
と
は
的
で
あ
る
の
で
「
念
声
是
ご
と
解
釈

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
上
で
、
『
選
択
集
』
に
お
い
て
「
念
声
是

こ
の
文
証
と
し
て
引
用
し
た
懐
感
の
『
群
疑
論
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

勘
二
汝
所
レ
引
感
師
解
釈
一
群
疑
論
第
七
釈
三
出
声
称
名
為
一
一
心
念
成
就

方
便
一
処
云
故
観
経
言
是
人
苦
逼
不
レ
達
一
一
念
仏
一
善
友
教
令
三
可
称
一
一

南
無
阿
弥
陀
仏
一
如
レ
是
至
レ
心
令
一
一
声
不
7

絶
量
非
下
苦
悩
所
レ
逼
念

想
難
レ
成
令
一
一
声
不
絶
至
心
便
得
上
今
此
出
レ
声
学
一
一
念
仏
定
一
亦
復
如

是
令
声
不
v
絶
遂
得
一
一
三
昧
一
見
一
一
仏
聖
衆
一

(
中
略
)
念
想
為
一
一
自
性
一
称
名
為
一
一
資
糧
一

証
拠
一

(
白
+
交
)
然
目
前
故

(
中
略
)
為
二
声
念
格
別

お
し
え

『
群
疑
論
』
で
「
今
声
に
出
し
て
念
仏
定
を
学
る
の
は
、
絶
え
ず
声
に

ま
み
え

出
す
こ
と
で
仏
と
聖
衆
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の
は
、
称
名
の

相
続
は
心
念
成
就
の
方
使
、
換
言
す
れ
ば
、
念
想
は
自
性
、
称
名
は
資
糧

と
解
釈
し
た
上
で
の
文
で
あ
る
の
で
、
『
選
択
集
』
で
い
う
よ
う
な
「
念

古戸且比一」

の
文
証
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
『
群
疑
論
』
の
こ
の
文
は
、

昧
の
境
地
(
心
念
成
就
)

に
至
っ
て
見
仏
(
観
仏
)
す
る
、

と
あ
る
の

一
四
五



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

で
念
仏
三
昧
、
観
仏
三
味
の
「
同
義
」
と
し
て
の
文
証
で
も
あ
る
。

こ
こ
で
の
批
判
は
、
『
荘
厳
記
』
に
お
い
て
新
た
に
加
え
る
三
種
の
過

失
の
内
、
「
⑮
以
一
一
念
仏
一
名
一
一
本
願
一
而
謬
一
一
解
観
経
説
不
説
一
過
」
な
ら
び

に
「
⑮
謬
一
一
解
十
声
十
念
義
一
過
」
を
含
む
。

②
「
異
義
」

に
つ
い
て

『
擢
邪
輪
』
で
は
、
観
仏
は
観
見
(
慧
の
心
作
用
)

で
あ
り
、
仏
の
色

相
に
約
し
、
念
仏
は
憶
念
(
忘
れ
な
い
と
い
う
心
作
用
)
で
あ
り
、
広
く

諸
法
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
異
義
で
あ
る
と
す
る
。

れ

は
、
人
位
な
ら
び
に
加
行
位
の
異
な
り
か
ら
論
じ
る
も
の
で
、
「
念
仏
」

は
各
位
の
異
な
り
に
関
わ
ら
ず
、
称
名
か
ら
観
仏
ま
で
通
じ
て
い
る
こ
と

のか
義ら
で寛
あの
る義
とと
す(し
る包

観
仏

は
称
名
の
段
階
で
は
顕
現
し
な
い
の
で
狭

『
荘
厳
記
』
で
は
『
擢
邪
輪
』
の
説
示
を
ふ
ま
え
て
、

総
説
二
種
三
味
有
一
一
二
名
一
無
一
三
体
一
於
一
瓦
加
行
位
一
有
一
寛
狭
義
一

約
二
此
差
別
一
釈
二
観
念
二
字
一
以
配
一
一
念
恵
心
所
一
也

念
仏
三
昧
と
観
仏
三
昧
と
は
別
体
で
は
な
い
が
、
加
行
位
に
お
け
る
観
と

念
に
は
寛
狭
の
差
別
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
観
・
念
の
二
字
を
慧
の
心

所
と
念
の
心
所
に
配
し
た
と
す
る
。

ま
た
『
擢
邪
輪
』
に
お
い
て
「
如
一
一
愚
鈍
女
人
等
称
名
念
仏
一
不
レ
観
一
一

仏
色
相
等
一
故
非
一
一
観
仏
一
有
一
一
称
念
義
一
故
立
一
一
念
仏
名
一
」
と
い
う
よ
う

に
「
愚
鈍
女
人
の
称
名
念
仏
」
と
い
う
一
類
を
挙
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

一
四
六

『
荘
厳
記
』
で
は
、
念
と
慧
の
心
所
に
つ
い
て
種
々
の
解
釈
(
「
宗
家
」
の

「
別
」
と
す
る
説
、
唯
識
家
の
「
不
必
倶
起
」
の
説
、
小
乗
の
「
遍
三
性

心
」
の
説
、
大
乗
有
論
師
の
「
五
心
所
必
倶
起
」

に
『
成
唯
識
論
』
に
お
い
て
「
習
定
愚
鈍
人
」

の
説
)
を
挙
げ
、

え
ど
り

に
対
し
て
論
じ
る
箇
脈
)
を

示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
擢
邪
輪
』
の
説
も
特
殊
な
例
法
で
は
な
い
こ
と

を
示
す
。
ま
た
『
成
唯
識
論
』
で
の
論
法
を
示
し
つ
つ
も
、
内
容
に
至
っ

て
は
、
『
成
唯
識
論
』
の
「
習
定
愚
鈍
人
」
と
『
擢
邪
輪
』
で
の
「
愚
鈍

女
人
(
散
位
称
名
愚
鈍
人
)
」
と
は
行
者
の
能
力
不
同
に
よ
っ
て
行
の
果

に
も
異
な
り
が
生
じ
る
と
す
る
。

」
の
よ
う
に
「
観
」
と
は
慧
の
用
ら
き
に
よ
っ
て
所
観
の
境
を
簡
択
し

た
上
で
の
「
観
察
の
義
」

で
あ
り
、
「
念
」
と
は
念
の
用
ら
き
に
よ
っ
て

で
あ
る
の
で
、
観

曾
て
所
受
し
た
境
を
忘
れ
な
い
と
い
う
「
憶
念
の
義
」

と
念
と
は
「
異
義
」

で
あ
る
と
し
、

ま
た
加
行
の
各
位
の
異
な
り
に
相
応

す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

[
摂
取
不
捨
義
]

『
擢
邪
輪
』
「
第
五
門
決
の
余
」

で
は
『
選
択
集
』
第
七
章
な
ら
び
に

に
対
し
て
「
念
仏
衆
生
摂
取
不
慣
の
文
は
、
称

名
の
行
者
に
限
ら
ず
観
仏
等
の
行
者
も
摂
取
を
蒙
る
と
し
て
批
判
す
る
。

「
摂
取
不
捨
憂
茶
羅
」

『
荘
厳
記
』
で
は
次
の
点
か
ら
批
判
す
る
。

①
「
惣
じ
て
念
仏
の
義
を
料
簡
す
」
と
し
て
『
菩
提
資
糧
論
』
を
文
証



に
、
念
仏
に
は
「
自
性
念
仏
」
と
「
資
糧
念
仏
」
の
二
種
が
あ
る
こ
と
を

示
し
、
「
自
性
念
仏
」
と
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
「
真
身
観
」
を
は
じ
め

諸
宗
の
念
仏
に
よ
る
観
行
の
こ
と
で
あ
り
、
「
資
糧
念
仏
」
と
は
正
見
と

相
応
し
て
仏
に
帰
依
す
る
一
切
の
善
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
称
名
行
は
こ
の

資
糧
念
仏
に
含
ま
れ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
念
仏
宗
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
り
。

此
二
種
念
仏
別
説
有
二
浅
深
差
別
一
通
説
為
一
二
念
仏
一

自
性
念
仏
と
資
糧
念
仏
は
、
行
相
等
の
浅
深
の
差
別
に
よ
っ
て
別
説
す
る

が
、
総
じ
て
は
一
つ
の
念
仏
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
解
釈

を
示
し
た
上
で

主
伴
相
従
而
取
レ
之
皆
為
一
二
念
仏
三
昧
一
摂
一
一
取
称
名
浅
行
人
一
者
倍

摂
ニ
取
深
念
行
者
一
理
在
絶
言
也

一
つ
の
念
仏
と
し
て
、
称
名
の
浅
行
人
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
深

念
の
行
者
を
摂
取
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

②
『
擢
邪
輪
』
の
次
の
文
に
つ
い
て
解
釈
を
示
す
。

輪
云
望
一
地
上
菩
薩
識
所
変
一
浄
土
諸
境
難
レ
通
一
一
有
漏
無
漏
一
今
善
導

意
且
挙
一
一
無
漏
義
辺
一
無
漏
義
亦
難
レ
通
一
一
心
境
一
善
導
意
亦
取
一
一
無
漏

心
心
所
法
一

此
の
文
は
、
専
修
人
の
「
心
光
は
身
光
の
体
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
か

ら
明
恵
の
身
光
(
光
明
遍
照
十
方
世
界
)
と
心
光
(
念
仏
衆
生
摂
取
不

捨
)
と
は
異
な
る
と
す
る
解
釈
へ
の
反
問
の
一
部
で
あ
る
。

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

『
擢
邪
輪
』
で
は
こ
の
反
問
に
対
し
て
『
観
経
』
第
九
「
真
身
観
」
を

文
証
と
し
て
、
身
光
が
十
方
の
衆
生
を
照
ら
す
の
は
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
の

心
光
が
専
念
の
行
者
を
摂
取
す
る
の
は
阿
弥
陀
仏
と
こ
の
行

者
と
の
感
応
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
善
導
も
同
じ

解
釈
で
あ
る
と
す
る
。

徳
を
顕
し
、

『
荘
厳
記
』
で
は
先
の
専
修
人
の
聞
い
の
中
、
「
今
善
導
意
且
挙
一
7

無
漏

義
辺

L

と
「
無
漏
心
心
所
」
の
二
文
に
つ
い
て
述
べ
る
。

②
一
、
「
且
挙
無
漏
義
辺
」
に
つ
い
て

解
日
善
導
疏
上
下
文
顕
一
一
浄
土
依
正
一
多
唯
明
二
無
漏
義
一
故
是
以
疏

釈
二
地
下
荘
厳
一
中
云
一
明
二
瞳
体
等
是
無
漏
金
剛
二
ロ
又
釈
一
一
池
渠
観
一

中
云
言
一
一
金
剛
一
者
即
是
無
漏
之
体
也
等
一
ロ
此
等
皆
約
一
一
果
徳
一
且
挙
一
一

無
漏
義
辺
一
不
レ
尽
一
一
諸
門
一
也
又
釈
二
度
苦
衆
生
経
文
一
中
云
浄
土
之

中
一
切
聖
人
皆
以
二
無
漏
一
為
レ
体
大
悲
為
レ
用
畢
寛
常
住
離
一
一
於
分
段

之
生
滅
二
戸
(
中
略
)
此
亦
未
レ
尽
一
語
門
一
也
(
中
略
)
謂
依
二
善
導

意
一
九
品
生
人
一
向
為
一
一
凡
夫
一
往
生
極
楽
後
亦
弁
一
一
勝
進
階
降
一

善
導
は
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
、
仏
の
依
正
は
、
そ
の
多
く
が
無
漏
で

あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
と
す
る
。
依
報
に
は
地
下
荘
厳
、
池
渠
観
等

の
例
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
は
「
果
徳
に
約
し
た
」
解
釈
で
あ
る
と
し
、
正
報

で
は
浄
土
の
聖
人
に
つ
い
て
「
分
段
生
死
を
離
れ
る
」
こ
と
の
み
を
述
べ

て
い
る
点
を
挙
げ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
善
導
の
解
釈
は
「
諸
門
を
尽
く
す
解

さ
ら
に
善
導
は
「
九
品
皆
凡
」
と
す
る
こ
と
か

釈
で
は
な
い
」
と
し
、

四
F七
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ら
、
凡
夫
の
為
の
一
つ
の
解
釈
を
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
往
生
極
楽
の

後
に
勝
進
階
降
が
あ
る
こ
と
を
弁
え
た
解
釈
で
あ
る
と
す
る
。

②
i

二
、
「
無
漏
心
心
所
」
に
つ
い
て

言
ニ
無
漏
心
心
所
一
者
如
レ
次
配
一
一
弥
陀
心
光
勢
至
智
光
一

(
中
略
)
弥

陀
果
満
位
是
覚
王
故
配
一
一
心
王
一
勢
至
居
困
地
是
補
佐
故
配
一
一
心
所
一

(
中
略
)
故
云
取
一
一
無
漏
心
心
所
法
一
等
也
可
思
却

無
漏
の
心
(
心
王
)

至
(
困
地
の
菩
薩
)

の
心
光
に
、
無
漏
の
心
所
は
勢

の
智
光
に
そ
れ
ぞ
れ
配
す
と
し
、
「
善
導
の
意
も
亦

は
弥
陀
(
覚
王
)

無
漏
の
心
心
所
の
法
を
取
る
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
依
る

も
の
で
あ
る
と
す
る
。

以
上
の
二
点
か
ら
、
『
擢
邪
輪
』
で
は
「
心
光
」

と
「
身
光
」

の
解
釈

に
つ
い
て
述
べ
た
の
に
対
し
、
『
荘
厳
記
』
で
は
「
善
導
の
解
釈
」

は
多

様
な
解
釈
の
う
ち
の
一
つ
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

③
『
擢
邪
輪
』
の
次
の
文
に
つ
い
て
解
釈
を
示
す
。

輪
云
仏
地
色
心
倶
雄
一
一
尊
高
一
慈
念
功
徳
約
一
一
意
業
一
故
摂
取
不
捨
之

(
間
)

言
全
不
レ
関
二
身
光
一

こ
れ
は
、
前
の
「
専
修
人
の
問
い
」

に
対
す
る
答
で
あ
り
、
『
荘
厳

記
』
に
お
い
て
述
べ
る
「
⑭
謬
一
一
解
摂
取
不
捨
名
義
一
過
」

に
つ
い
て

に
あ
た
る
。

③
一
、
「
摂
取
の
義
」

『
擢
邪
輪
』
で
は
、

心
光
摂
取
に
つ
い
て
「
念
仏
を
先
と
す
る
の
は
、

仏
名
を
称
え
て
も
仏
を
念
じ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
往
生
す
る
こ
と
は
で
き

一
四
八

な
い
」
と
し
、
摂
取
と
は
「
念
」
、
す
な
わ
ち
意
業
に
よ
る
摂
取
で
あ
る

ま
た
善
導
の
「
三
縁
の
義
」
も
こ
れ
に
准
じ
て
知
る
べ
き
で
あ

と
し
た
。

る
と
す
る
。

『
荘
厳
記
』
で
は
随
義
不
同
で
あ
る
と
し
て
、
『
擢
邪
輪
』
で
は
「
証
得

(

問

)

(

以

)

(

邸

)

の
義
」
「
感
応
の
義
」
「
摂
(
持
)
の
義
」
等
を
述
べ
た
こ
と
を
い
い
、
『
荘

厳
記
』
で
は
さ
ら
に
「
願
行
獲
得
の
義
」
「
受
化
の
義
」
「
随
順
の
義
」
を

(
肌
)

挙
げ
る
。

③
ー
二
、
『
選
択
集
』
第
七
章
章
題
「
弥
陀
光
明
不
レ
照
二
余
行
者
一
唯

(
即
)

摂
二
取
念
仏
行
者

L

に
つ
い
て

こ
こ
で
は
『
華
厳
経
』
か
ら
、
三
つ
の
内
容
を
教
証
と
し
て
引
用
し
、

(
問
)

『
選
択
集
』
に
お
け
る
矛
盾
を
示
す
。

ー
「
仏
の
因
位
(
十
地
菩
薩
)

に
お
け
る
身
光
は
、
諸
大
地
獄
の
衆
生
か

ら
十
方
の
菩
薩
に
至
る
ま
で
遍
く
照
ら
す
」

の
で
あ
る
か
ら
、
果
位

(
仏
)

に
至
っ
た
後
に
身
光
に
よ
っ
て
照
ら
さ
な
い
衆
生
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。

H

「
十
地
満
時
の
菩
薩
は
、
十
方
一
切
の
諸
仏
の
照
触
を
受
け
て
成
仏
す

る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
阿
弥
陀
一
仏
の
み
が
念
仏
宗
以
外
の
菩
薩
を
照
ら

さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

…m
「
衆
生
が
五
塵
煩
悩
を
息
め
、
仏
の
教
え
を
求
め
る
の
は
、
光
明
の
用

き
に
よ
る
」
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
諸
仏
道
同
の
仏
事
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
一
仏
の
み
が
例



外
で
は
な
い
と
し
、
称
名
の
行
者
の
み
を
照
ら
す
「
摂
取
不
捨
憂
茶
羅
」

を
批
判
す
る
。

「
摂
取
不
捨
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
『
擢
邪
輪
』
で
は
主
に
光
明
の
意
義

(
心
光
と
身
光
の
理
解
)
、
摂
取
の
対
象
と
な
る
行
(
称
名
に
限
定
し
な
い

念
仏
善
)
、
善
導
の
解
釈
等
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
『
荘
厳
記
』
で
は
、
光

明
の
照
鰯
・
摂
取
の
主
体
で
あ
る
仏
に
つ
い
て
述
べ
る
。

③
三
、
「
選
択
」
と
「
摂
取
」

に
つ
い
て

」
こ
で
は
『
選
択
集
』
第
三
章
の
文
を
挙
げ
る
。
双
巻
経
意
亦
有
一
一
選
択
義
一

謂
云
一
一
摂
取
一
二
百
一
十
億
諸
仏
妙
土
清
浄
之
行
是
也
選
択
与
摂
取

其
言
難
レ
異
其
意
是
同
然
者
捨
一
一
不
清
浄
行
一
取
一
一
清
浄
之
行
一
也

『
選
択
集
』
で
は
「
選
択
と
は
取
捨
の
義
」
と
い
い
、
ま
た
「
選
択
と

此
中
選
択
者
即
是
取
捨
義
也
(
中
略
)

摂
取
と
は
同
意
」
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
『
荘
厳
記
』
で
は
次
の
よ
う

に
い
う
。若
如
一
一
此
解
釈
一
者
摂
取
者
即
是
取
捨
義
也
然
経
文
既
云
一
一
念
仏
衆
生

摂
取
不
捨
一
不
レ
雑
一
一
余
衆
生
一
然
摂
取
若
為
一
一
取
捨
義
一
者
於
一
一
念
仏

衆
生
中
一
取
一
一
何
衆
生
一
捨
一
五
円
衆
生
一
乎

『
選
択
集
』
の
解
釈
で
は
、
「
摂
取
」
と
「
取
捨
」
と
が
同
義
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
「
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
の
文
は
、
念
仏
の
衆
生
の
中
に
も
摂

取
さ
れ
る
者
と
取
捨
さ
れ
る
者
と
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
と
批
判
し
、

え」

ら

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

釈
二
大
阿
弥
陀
経
文
一
可
レ
言
此
選
択
者
兼
一
一
摂
取
一
也
釈
二
双
観
経
文
一

可
レ
言
此
摂
取
者
兼
一
選
択
一
也
両
経
文
互
顕
一
三
義
一
也
更
不
レ
可
レ

云
下
選
択
興
一
一
摂
取
一
其
言
難
レ
異
其
意
是
向
上
也
(
中
略
)
大
阿
弥
陀

経
云
選
一
一
択
心
中
所
願
一
等
双
観
経
云
其
心
寂
静
志
無
一
一
所
着
一
乃
至

具
二
足
五
劫
思
惟
一
摂
取
等
故
爾
者
此
選
択
者
簡
択
義
摂
取
者
摂
持

義
也
於
一
一
心
心
所
中
一
是
別
境
五
中
恵
念
心
所
也
(
中
略
)
集
所
引

大
阿
弥
陀
経
文
総
通
一
三
百
一
十
億
仏
利
一
故
起
レ
恵
選
一
一
択
其
勝
劣
一

必
有
レ
念
可
レ
摂
一
一
其
妙
土
一
也
双
観
経
文
別
局
一
一
諸
仏
妙
土
中
勝
行
一

故
起
レ
念
摂
一
一
取
之
一
也
故
文
云
一
一
清
浄
之
行
一
是
故
選
択
義
寛
通
一
一

二
百
一
十
億
一
故
摂
取
義
狭
属
一
一
清
浄
行
故
一
組
耕
一
銭
哨
臓
耕
一
一
湖
一
鈎
也
(
以
)

『
大
阿
弥
陀
経
』
な
ら
び
に
『
無
量
寿
経
』
の
文
は
、
と
も
に
選
択
と
摂

ま
た
『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
「
心
中
の
所
願
を

選
択
」
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
選
択
は
簡
択
の
義
、
す
な
わ
ち
慧
の
心
所

取
と
を
兼
ね
る
も
の
で
、

で
あ
る
と
し
、
『
無
量
寿
経
』
で
は
「
五
劫
思
惟
し
て
摂
取
」
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
摂
取
は
摂
持
の
義
、
す
な
わ
ち
念
の
心
所
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
選
択
」
と
「
摂
取
」
と
は
同
義
で
は
な
い
の
で
、
「
選
択

と
摂
取
は
同
意
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
批
判
で
あ

る。[
人
空
理
中
五
離
空
義
]

」
こ
で
は
『
擢
邪
輪
』
の
次
の
文
を
挙
げ
る
。

一
四
九



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

人
空
理
中
五
組
空

『
荘
厳
記
』
で
は
、
こ
の
文
に
つ
い
て
澄
観
の
『
五
趨
観
門
』
を
文
証

と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

大
乗
中
説
-
一
法
空
一
時
五
語
法
皆
空
我
執
何
住
是
故
依
一
一
大
乗
実
義
一

人
空
理
中
五
植
法
皆
空
也
然
汝
之
所
執
始
終
違
一
一
背
此
道
理
一
是
故

以
為
一
一
性
有
心
一
也

人
法
と
も
に
空
で
あ
る
大
乗
の
理
り
に
お
い
て
五
菰
皆
空
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
法
然
の
執
着
は
こ
の
道
理
に
違
う
も
の
で
あ
る
、

と
し
て
、

法
然
に
対
し
て
性
有
心
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
常
に
大
乗
と
小
乗
と
を
峻

別
し
た
立
場
の
批
判
で
あ
る
。

五、

構
成
と
内
容
の
ま
と
め

『
荘
厳
記
』
で
は
「
摂
取
不
捨
義
」

の
最
後
に
「
釈
文
の
方
軌
」

tこ
イ〉

い
て
述
べ
る
。

汝
未
レ
知
一
一
釈
文
方
軌
一
夫
対
レ
文
先
歴
一
一
権
実
一
探
レ
義
両
教
倶
有
判
ニ

浅
深
一
二
宗
有
無
定
一
一
半
満
一
(
中
略
)
三
乗
教
之
分
説
是
一
乗
海
之

一
諦
也
是
故
一
経
文
義
悉
含
二
諸
乗
法
門
一
各
随
レ
機
悟
入
皆
為
一
一
甘

露
要
門
一
是
名
二
無
障
無
碍
法
界
法
門
一

先
ず
、
教
文
に
つ
い
て
権
教
と
実
教
と
を
区
別
し
、
義
を
探
り
、
両
教

共
に
在
れ
ば
そ
の
内
容
の
浅
深
を
判
じ
、
二
宗
の
有
無
に
お
い
て
は
声
聞

五
O 

蔵
教
と
菩
薩
蔵
教
と
を
定
め
る
等
と
示
し
、
最
終
的
に
、
三
乗
の
分
説
は

一
乗
海
の
一
滴
で
あ
り
、

一
つ
の
経
文
の
義
は
諸
乗
の
法
門
を
含
み
、
衆

生
の
機
に
即
し
て
悟
入
す
る
為
の
甘
露
の
要
文
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ

は
明
恵
の
仏
教
観
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

(
印
)

『
擢
邪
輪
』
で
は
多
く
の
典
籍
を
引
用
し
、
そ
の
解
釈
を
以
て
、
『
選
択

(
盟
)

集
』
は
経
文
を
誤
解
し
、
ま
た
善
導
の
意
に
も
反
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
立
証
す
る
こ
と
で
『
選
択
集
』
を
批
判
す
る
。
『
荘
厳
記
』
で
も
同
様

に
、
多
数
の
典
籍
を
引
用
す
る
が
、
そ
の
引
用
態
度
は
『
擢
邪
輪
』
で
の

説
示
を
、
『
擢
邪
輪
』
と
同
じ
視
点
か
ら
補
足
す
る
も
の
で
は
な
く
、
異

な
っ
た
視
点
か
ら
、
典
籍
を
論
証
と
し
て
引
用
し
、
し
か
も
大
乗
仏
教
と

(
邸
)

し
て
相
反
し
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
擢
邪

輪
』
と
『
荘
厳
記
』
は
「
応
二
機
根
一
設
一
一
随
宜
法
一
是
大
聖
善
巧
也
十
二

(
印
刷
)

部
経
八
万
法
門
浅
深
差
別
開
合
不
同
専
依
一
一
此
義
一
也
」
と
い
う
よ
う

に
、
仏
の
教
え
が
多
様
な
解
釈
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
意
義
は
、

一
切
衆

生
の
人
位
・
行
位
の
異
な
り
の
一
々
に
相
応
す
る
た
め
で
あ
る
、
と
い
う

立
場
か
ら
著
し
、
反
対
に
『
選
択
集
』
は
一
言
一
文
に
執
着
し
、
他
を
廃

す
も
の
で
、
釈
文
の
方
軌
を
逸
脱
し
た
内
容
で
あ
る
、
と
示
す
意
図
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



、注
(
1
)

『
明
恵
上
人
行
状
記
』
下
(
喜
海
撰
、
以
下
『
仮
名
行
状
』
)

建
暦
二
年
壬
申
秋
比
、
或
所
一
一
シ
テ
上
人
講
経
説
法
ノ
次
ニ
選
択
集
ノ
中

一
一
処
処
一
二
向
専
修
ノ
行
ヲ
立
ト
シ
テ
菩
提
心
ヲ
接
去
シ
、
井
聖
道
門
ヲ

モ
テ
群
賊
一
一
タ
ト
ウ
ル
義
を
出
シ
テ
、
重
々
ノ
難
決
ヲ
設
ヶ
、
悌
法
ノ
大

宗
一
一
ソ
ム
ケ
ル
ヨ
イ
ヲ
破
ス
、
其
後
専
修
人
ナ
カ
ニ
彼
集
ニ
ス
へ
テ
此
義

無
シ
、
自
ノ
僻
見
ヲ
述
ル
ナ
リ
ト
云
フ
聞
へ
ア
チ
、
殆
ト
来
聞
ア
ル
ニ
ヨ

テ
カ
ノ
決
答
ノ
タ
メ
ニ
擢
邪
輪
三
巻
高
山
寺
ニ
シ
テ
同
年
十
一
月
廿
三
日

コ
レ
ヲ
撰
出
畢
ヌ
(
中
略
)
又
彼
擢
邪
輪
ハ
専
修
人
ニ
対
ス
ル
難
詰
ヲ
サ

キ
ト
シ
テ
卒
が
ニ
コ
レ
ヲ
草
ス
ル
問
委
細
ノ
析
簡
コ
レ
ヲ
略
ス
ル
ニ
ヨ
テ

同
三
年
月
日
重
テ
荘
巌
記
一
巻
ヲ
作
テ
彼
ノ
記
中
ニ
残
ル
ト
コ
ロ
ノ

義
ヲ
チ
リ
ハ
メ
樟
ス
其
後
流
布
セ
ス
シ
テ
ナ
ヲ
思
惟
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
子
細

ア
ル
ニ
ヨ
テ
同
年
三
月
一
日
始
テ
現
行
流
布
セ
シ
ム
ル
ナ
リ
(
高
山
寺
典

籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
明
恵
上
人
資
料
』
一
(
高
山
寺
資
料
叢
書
第
一

冊
)
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
、
四
五

i
四
六
頁
)
。

以
上
の
内
容
か
ら
、
『
擢
邪
輪
』
は
建
暦
二
年
十
一
月
廿
三
日
に
完
成

し
、
翌
年
三
月
一
日
、
高
名
な
る
人
に
進
上
さ
れ
、
『
荘
厳
記
』
は
『
擢

邪
輪
』
進
上
の
後
、
同
年
六
月
廿
二
日
に
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
2
)

『
擢
邪
輪
』
の
内
容
に
つ
い
て
、
箇
々
の
批
判
を
挙
げ
な
が
ら
全
体
と

し
て
の
『
選
択
集
』
に
対
す
る
批
判
内
容
を
分
析
し
た
も
の
に
、
石
田
充

之
「
高
弁
の
擢
邪
輪
に
示
す
反
論
の
異
義
」
(
『
鎌
倉
浄
土
教
成
立
の
基
礎

研
究
』
百
華
苑
、
一
九
九
六
年
、
一
四
一

1
一
八
八
頁
)
が
あ
り
、
ま
た

「
菩
提
心
説
」
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
に
、
末
木
文
美
士
「
擢
邪
輪
考
」

(
『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三
(
初
出
「
理
想
」

六
O
六
、
一
九
八
三
)
)
が
あ
る
。
書
誌
に
つ
い
て
は
、
梶
原
隆
徳
「
鎌
倉

時
代
の
擢
邪
輪
写
本
並
に
袋
中
上
人
筆
評
擢
邪
輪
に
就
い
て
」
(
「
専
修
学

報
」
三
、
一
九
三
六
)
、
鎌
田
茂
雄
・
田
中
久
夫
校
注
『
鎌
倉
旧
仏
教
』

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

(
(
新
装
版
)
岩
波
書
居
、
一
九
九
五
、
五
一
一
r1'

五
一
五
頁
)
、
拙
稿
「
六

波
羅
蜜
寺
所
蔵
『
擢
邪
輪
』
に
つ
い
て
」
(
高
橋
弘
次
先
生
古
希
記
念
論

集
『
浄
土
学
俳
教
学
論
叢
』
(
上
巻
)
二

O
O
四
年
、
四
二
九
頁
)
他
が

あ
る
。
『
荘
厳
記
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
川
健
一
「
擢
邪
輪
荘
厳
記

に
つ
い
て
」
(
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
四
六
一
、
一
九
九
七
)
、
拙
稿

「
『
擢
邪
輪
荘
厳
記
』
の
一
考
察
引
用
典
籍
を
中
心
に
!
」
(
「
仏
教
学
会

紀
要
」
九
、
二

O
O
一
)
が
あ
る
。

(
3
)

川
瀬
一
馬
編
著
『
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
新
修
成
費
堂
文
庫
善
本
書

目
』
(
財
)
石
川
文
庫
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
、
一
九
九
二
、

一
四
四
頁
。

(
4
)

叡
山
文
庫
調
査
会
編
著
(
叡
山
文
庫
調
査
会
、
二

0
0
0
)
五
O
頁。

(
5
)

補
訂
版
第
三
巻
、
六
四
三
頁
。

(
6
)

鎌
田
茂
雄
・
田
中
久
夫
校
注
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
(
新
装
版
)
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
、
五
一
五
頁
。
仁
和
寺
所
蔵
『
擢
邪
輪
』
巻
下
の
識
語
に
「
享

保
三
年
(
一
五
三

O
)
十
一
月
二
十
二
日
育
恰
(
仁
和
寺
心
蓮
院
住

僧
、
天
正
七
(
一
五
七
九
)
年
寂
)
」
と
あ
る
。

(
7
)

併
教
大
学
図
書
館
所
蔵
本
書
誌
解
説
参
照
。
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本

(
内
宗
大
一

O
五
)
、
大
正
大
学
図
書
館
所
蔵
本
(
一
五
四
四
四
二

一
、
一
五
四
|
一
一
一
一
一
ー
二
、
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本

(
2
6
8
・
2

/
6
6
1
W
)
。

(
8
)

「
方
便
智
院
」
は
明
恵
の
高
弟
定
真
(
一
一
七
三
i

一
二
五

O
)
の
開

基
で
あ
る
。
定
真
は
は
じ
め
「
円
法
房
」
と
名
乗
り
、
理
明
房
興
然

(

一

二

二

二

一

O
三
(
武
内
孝
善
編
「
理
明
房
興
然
伝
記
編
年
史
料

集
」
(
「
高
野
山
大
学
論
叢
」
十
八
号
、
一
九
八
三
)
参
照
)
)
よ
り
密
教

を
受
学
し
、
長
く
高
雄
に
住
し
た
後
、
明
恵
に
師
事
し
た
。
(
「
空
達
房
定

真
」
(
奥
田
勲
『
明
恵
l

遍
歴
と
夢
』
(
東
京
大
学
出
版
、
一
九
七
八
)

一
八
三
頁
参
照
)
。
定
真
の
血
脈
に
つ
い
て
は
「
明
恵
上
人
の
血
脈
(
都

五



傍
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

賀
尾
流
)
」
な
ら
び
に
「
高
山
寺
代
々
記
」
(
村
上
素
道
『
栂
尾
高
山
寺
明

恵
上
人
』
栂
尾
高
山
寺
、
一
九
コ
二
再
版
)
参
照
。
『
方
便
智
院
聖
教
目

録
』
は
室
町
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
(
旧
目
録
)
が
一
部
残
っ
て
い

る
。
『
擢
邪
輪
荘
厳
記
一
帖
』
の
書
名
が
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
目

録
を
寛
永
十
年
に
整
理
し
諸
目
録
を
加
え
て
再
編
し
た
『
方
便
智
院
聖
教

目
録
制
開
時
制
録
』
(
新
目
録
)
に
お
い
て
で
あ
る
。
(
金
水
敏
「
方
便
智
院
聖

教
目
録
」
影
印
・
翻
字
、
解
説
(
『
明
恵
上
人
資
料
』
第
四
、
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
八
)
)
。
ま
た
、
奥
田
勲
氏
の
「
高
山
寺
経
蔵
の
室
町
・

江
戸
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
」
(
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
高
山
寺
典

籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

O
)
に
よ
れ
ば
、

新
目
録
に
お
い
て
確
認
で
き
る
『
擢
邪
輪
荘
厳
記
』
の
書
名
は
一
部
残
存

の
旧
目
録
に
お
い
て
も
一
致
し
て
お
り
、
奥
田
氏
も
「
現
存
本
に
は
見
え

な
い
。
成
筆
堂
善
本
書
目
所
載
の
一
帖
が
こ
れ
か
。
」
(
一
三
六
頁
)
と
さ

れ
て
い
る
。
他
に
、
旧
目
録
な
ら
び
に
新
目
録
の
一
部
図
版
が
『
高
山
寺

善
本
目
録
』
一

O
五
頁
(
番
号
一

O
八、一

O
九
)
(
高
山
寺
典
籍
文
書
綜

合
調
査
団
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
)
に
掲
載
さ
れ
、
同
書
に

石
塚
晴
通
氏
の
解
説
が
あ
る
。

(
9
)

「
明
恵
自
筆
本
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
に
、
後
代
異
議
を
と
な
え
た
例

と
し
て
、
大
東
急
記
念
文
庫
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
(
影
印
)
に
お

け
る
川
瀬
一
馬
氏
の
解
説
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

昭
和
三
一
年
に
本
文
庫
の
「
貴
重
所
解
題
第
二
巻
仏
書
の
部
」
を
執

筆
し
、
そ
の
際
改
め
て
本
書
を
検
討
し
て
、
そ
の
前
に
文
化
財
の
審

定
で
全
巻
明
恵
上
人
自
筆
と
認
め
ら
れ
て
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
(
中
略
)
訂
正
加
筆
の
み
が
明
恵
の
自
筆
で
あ
っ
て
、
本
文

は
近
侍
の
門
弟
が
師
の
命
に
よ
り
稿
補
に
基
づ
い
て
清
書
を
行
っ
た

(
中
略
)
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
明
恵
自
身
の
著
作
の
底
本

と
し
て
の
価
値
は
変
わ
ら
な
い
。

五

と
あ
る
。
(
川
瀬
一
馬
監
修
『
明
恵
上
人
手
訂
定
稿
本
光
明
真
言
土
沙
勧

信
記
』
、
財
団
法
人
大
東
急
記
念
文
庫
、
一
九
八
五
年
、
二
一
九
頁
下

i
二
二

O
頁
上
)
。

(
叩
)
慈
眼
堂
蔵
の
寛
永
三
年
版
(
内
典
/
6
/
3
0
1
/
1
4
4
)
(
『
擢
邪

輪
』
三
巻
(
内
典
/
6
/
2
9
9
/
1
4
2
)
と
共
に
一
部
四
冊
と
し
て

い
る
)
。

(
日
)
真
如
蔵
の
寛
永
三
年
版
(
内
典
/
2
3
/
7
/
7
3
9
)
(
『
擢
邪
輪
』

三
巻
(
内
典
/
2
3
/
3
/
6
9
5
)
と
共
に
一
部
四
冊
と
し
て
い
る
)
。

(
ロ
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
二
頁
上
(
以
下
『
擢
邪
輪
』
の
引
用
は
『
鎌
倉

旧
仏
教
』
の
頁
と
そ
の
上
下
の
み
と
す
)
。

(
日
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
二
頁
上
。

(

凶

)

注

(
8
)
参
照
。

(
日
)
『
浄
土
宗
全
書
』
第
八
巻
、
七
七
四
頁
上
(
以
下
『
荘
厳
記
』
の
出
典

は
『
浄
全
』
と
そ
の
頁
、
上
下
と
す
)
。

(
日
)
前
川
氏
に
お
い
て
既
に
「
三
は
こ
の
、
五
は
四
の
、
六
と
七
は
八
の
傍

論
で
あ
る
」
こ
と
、
ま
た
『
擢
邪
輪
』
「
大
文
第
二
「
聖
道
門
を
以
て
群

賊
に
喰
え
る
過
失
」
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
」
等
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
(
前
掲
論
文
)
。

(
口
)
「
大
方
広
仏
華
厳
経
捜
玄
分
斉
通
知
方
軌
」
『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
(
以

下
『
大
正
蔵
』
)
三
五
(
一
七
一
三
一
)
十
三
頁
中
。

(
日
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二

O
頁
上
。
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
(
以
下
『
観
経

疏
』
)
、
『
大
正
蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)
二
六

O
頁
上
。

(
円
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二

O
頁
上
。
『
大
正
蔵
』
四
七
(
一
九
六
五
)

一
一
四
頁
中
。

(
却
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二

O
頁
下
。
『
目
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
八
、

四
二
七
頁
中
。

(
幻
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二

O
頁
下
。
『
大
正
蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)



二
四
八
頁
中
。

(
幻
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二

O
頁
下
。
『
大
正
蔵
』
四
七
(
一
九
五
八
)
七
頁

中
1
下。

(
お
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二

O
頁
下
。
『
大
正
蔵
』
二
六
(
一
五
二
四
)

二
三
二
頁
下
。

(
但
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
三
二
頁
上
。
『
大
正
蔵
』
二
六
ご
五
二
二
)

一
三
八
頁
下
。

(
お
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
コ
二
二
頁
上
。
『
大
正
蔵
』
三
二
(
一
六
五
九
)

五
O
九
頁
中
、
【
参
考
】
「
経
説
」
と
し
て
「
観
身
過
患
発
菩
提
心
思
惟
諸

仏
発
菩
提
心
」
の
文
を
引
用
す
る
が
、
こ
の
文
は
『
発
菩
提
心
経
論
』
に

「
観
身
過
患
発
菩
提
心
」
「
思
惟
諸
仏
発
菩
提
心
」
を
四
発
心
の
類
例
と
し

て
出
す
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
経
の
一
例
」
と
し
て
挙
げ
た
の
は
義
寂

『
菩
薩
戒
本
疏
』
(
『
大
正
蔵
』
四

O
(
一
八
一
四
)
六
七
五
頁
中
)
に
「
発

菩
提
心
経
云
」
と
し
て
『
発
菩
提
心
経
論
』
の
同
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
因
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
=
二
二
頁
上
。
『
大
正
蔵
』
一
二
一
一
(
一
六
六
四
)

五
六
四
頁
中
。

(
幻
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
二
三
二
頁
上
。
『
大
正
蔵
』
一
二
一
一
(
一
六
六
六
)
、

五
八

O
頁
下
。

(
お
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
三
二
頁
上
。
『
大
正
蔵
』
一
ニ
一
(
一
六
一

O
)

七
九
四
頁
上
。

(
却
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
コ
コ
二
頁
上
。
『
大
正
蔵
』
一
二
一
一
(
一
六
六
一
)

五
四
一
頁
中
。
問
、
三
一
二
頁
下
。
問
、
五
四
二
頁
下
。

(
初
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
二
一
二
頁
上
。

(
剖
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
二
一
二
頁
上
。

(
詑
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
二
一
二
頁
上
。

(
お
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
二
一
二
頁
下
。
こ
の
他
、
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二
五
頁

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

下
「
浄
識
乃
至
無
漏
心
者
是
菩
提
心
也
是
故
初
心
行
者
亦
以
一
一
菩
提
心
一

為
二
正
因
-
得
一
一
往
生

L
。
三
四
一
頁
下
「
無
自
性
故
畢
寛
真
空
指
-
一
此
真

空
理
}
名
二
二
空
所
現
真
如
一
此
真
如
中
有
-
一
不
空
恒
沙
性
功
徳
一
此
性
功
徳

始
顕
現
名
二
加
行
因
一
即
是
菩
提
心
也
」
。
等

(
但
)
「
無
差
別
」
「
真
性
空
」
等
と
定
義
さ
れ
る
菩
提
心
は
、
こ
の
後
多
様
に

論
じ
ら
れ
る
。

(
お
)
『
浄
全
』
七
七
五
頁
下
。

(
お
)
『
浄
全
』
七
七
五
頁
下

i
七
七
六
頁
上
。
『
大
乗
義
章
』
(
『
大
正
蔵
』

四
四
(
一
八
五
一
)
五
六
六
頁
中
)
よ
り
引
用
。

(
幻
)
『
浄
全
』
七
七
六
頁
上
。

(
お
)
「
以
ニ
自
性
清
浄
心
不
空
如
来
蔵
一
為
一
一
菩
提
心
体

L

『
大
正
蔵
』
三
一

(
一
六
二
七
)
八
九
六
頁
中
。

(
却
)
「
以
二
第
一
義
空
一
為
一
一
菩
提
心
体

L

『
大
正
蔵
』
二
一
三
(
一
六
六
一
)

五
四
一
頁
中
。

(
的
)
「
以
二
有
為
願
行
一
為
一
一
菩
提
心
体
一
」
『
大
正
蔵
』
一
二
一
(
一
六
一

O
)

七
九
四
頁
上
。

(
叫
)
智
億
『
孔
目
章
』
、
『
大
正
蔵
』
四
五
(
一
八
七

O
)
五
四
九
頁
上

1

中。

(
必
)
『
浄
全
』
七
七
七
頁
下
。

(
刊
必
叩
)
『
擢
邪
輪
』
に
お
い
て
発
心
の
諸
相
を
説
く
の
は
大
門
第
一
第
四
「
芸

双
観
経
不
レ
説
}
二
一
菩
提
心
一
井
一
舌
言
吉
百
口
PJ三
ニ
弥
陀
一
教
止
住
時
無
一
二
一
菩
提
心
一
過
」
で

あ
る
。

(
叫
)
『
大
正
蔵
』
四
七
(
一
九
六

O
)
六
八
頁
上
。

(
必
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二
六
頁
上

1
下。

(
必
)
『
浄
全
』
七
八
一
頁
下
。

(
U
)

『
大
正
蔵
』
四
七
(
一
九
六

O
)
六
八
頁
中
。

(
川
崎
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
四
三
頁
上
。
こ
の
前
に
『
大
方
便
仏
報
思
経
』
(
『
大

一
五
三



品
開
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

正
蔵
』
三
(
一
五
六
)
一
三
六
頁
上

i
中
)
を
に
お
け
る
、
釈
尊
の
本
生

謹
(
地
獄
に
お
い
て
発
心
し
た
と
い
う
内
容
)
を
引
用
。
(
西
山
厚
「
明

恵
の
思
想
構
造
|
釈
尊
へ
の
思
慕
を
核
と
し
て
i
」
(
『
悌
教
史
学
研
究
』

二
四
|
一
、
一
九
八
一
)
参
照
)
。

(
的
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
四
六
頁
下
。

(
印
)
『
浄
全
』
七
八
二
頁
上
。

(
日
)
『
浄
全
』
七
八
二
頁
上
。
「
此
三
時
或
約
一
一
無
学
果
得
不
得
一
或
約
二
話
誇

有
無
一
或
約
一
一
三
明
具
不
具
一
或
約
一
一
教
行
詮
興
廃
一
雄
レ
有
一
一
諸
門
不
同
一
皆

同
約
一
一
盛
衰
不
同
一
立
一
一
始
中
終
義
一
於
此
能
住
一
一
法
体
一
雄
有
一
一
多
門
一
教
行

詮
之
言
皆
可
総
摂
レ
之
如
レ
理
思
レ
之
」

(
位
)
『
浄
全
』
七
八
三
頁
下
。
「
彼
三
災
劫
末
時
舎
利
神
変
説
一
一
法
得
益
一

(
中
略
)
諸
法
因
縁
業
力
境
界
甚
深
甚
深
不
可
思
議
不
可
思
議
莫
レ
作
一
一
偏

執一」

(
臼
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
五
一
頁
下
。

(
M
)

『
大
正
蔵
』
十
二
(
一
二
六

O
)
二
七
九
頁
上
。

(
日
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
五
一
頁
下
。

(
回
)
『
大
正
蔵
』
十
七
(
八
三
七
)
八
九
五
頁
上

1
中。

(
貯
)
『
浄
全
』
七
八
九
頁
上
。

(
日
)
『
浄
全
』
七
八
九
頁
上
。

(
印
)
『
浄
全
』
七
八
九
頁
上

1
下。

(ω)
『
浄
全
』
七
八
九
頁
下
。
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
五
三
頁
上
。
『
観
経
疏
』

の
引
用
は
『
大
正
蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)
二
七
八
頁
上
。

(
日
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
五
三
頁
下
。

(
位
)
『
観
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)
二
七
八
頁
上
。

(
臼
)
『
浄
全
』
七
九

O
頁
上
。

(
似
)
『
観
無
量
寿
経
』
、
『
大
正
蔵
』
十
二
(
三
六
五
)
三
四
六
頁
中
。

(
侃
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
五
七
頁
上
。

一
五
四

(
侃
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
五
七
頁
上
。

(
前
)
『
浄
全
』
七
九

O
頁
上

1
下。

(
侃
)
「
初
二
果
」
四
向
四
果
(
聖
者
の
四
つ
の
位
。
小
乗
仏
教
に
お
け
る
四

つ
の
修
行
目
標
と
四
つ
の
到
達
境
地
。
預
流
向
、
預
流
果
、
一
来
向
、
一

来
果
、
不
還
向
、
不
還
果
、
阿
羅
漢
向
、
阿
羅
漢
果
)
の
内
、
預
流
果
と

一
来
果
。
(
『
広
説
仏
教
大
辞
典
』
中
巻
、
六
四
三
頁
d

(
東
京
書
籍
)
)

(ω)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
二
六
一
頁
上

1
下
。
先
ず
、
『
擢
邪
輪
』
に
お
い
て

『
観
無
量
寿
仏
教
』
(
以
下
『
観
経
』
)
な
ら
び
に
『
観
経
疏
』
の
対
応
す

る
三
箇
所
を
文
証
と
し
て
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
明
恵
自
身
の
解
釈
を
加
え

る①
『
観
経
』
(
『
大
正
蔵
』
十
二
(
三
六
五
)
三
四
三
頁
中
)
作
是
観
者
除
一
一

無
量
億
劫
生
死
之
罪
一
於
一
一
現
身
中
一
得
一
一
念
仏
三
昧
一
。
『
観
経
疏
』
(
『
大

正
蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)
二
六
七
頁
下
)
従
一
一
作
是
観
者
一
下
至
得
一
一
念

仏
三
昧
一
己
来
正
明
一
一
一
刻
念
修
観
現
一
一
蒙
利
益
一
。
『
擢
邪
輪
』
解
日
魁
念
修

観
者
是
観
仏
義
現
蒙
利
益
者
指
一
一
経
得
念
仏
三
昧
文
一
也
下
結
句
念
言
即

指
二
観
義
二
百
二
念
仏
一
也
。

②
『
観
経
』
(
『
大
正
蔵
』
十
二
(
三
六
五
)
三
四
三
頁
中

1
下
)
但
当
一
一
一

憶
想
令
一
一
心
眼
見
一
見
一
一
此
事
一
者
即
見
一
一
十
方
一
切
諸
仏
一
以
レ
見
一
一
諸
仏
一

故
名
一
一
念
仏
三
昧
一
作
一
一
是
観
一
者
名
観
一
二
切
仏
身
一
。
『
観
経
疏
』
(
『
大
正

蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)
二
六
八
頁
上
)
一
明
二
因
レ
観
得
v
見
一
一
十
方
諸

仏
一
二
明
下
以
レ
見
一
一
諸
仏
一
故
結
中
成
念
仏
三
昧
上
三
明
下
但
観
二
仏
一
即
観
中

一
切
仏
身
上
也
。
『
擢
邪
輪
』
解
日
経
文
言
令
心
眼
見
乃
至
作
是
観
者
等

者
是
観
仏
也
言
レ
名
一
一
念
仏
三
昧
一
者
即
是
念
仏
也
疏
中
言
因
観
得
見
乃
至

但
観
仏
等
者
是
観
仏
也
言
以
レ
見
一
一
諸
仏
一
故
結
一
一
成
念
仏
三
昧
一
者
即
是
念

仏
三
昧
也

③
『
観
経
』
(
『
大
正
蔵
』
十
二
(
一
二
六
五
)
三
四
三
頁
中
)
念
仏
衆
生
摂

取
不
捨
。
『
観
経
疏
』
(
『
大
正
蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)
二
六
八
頁
上
)



衆
生
願
見
レ
仏
仏
即
応
レ
念
現
在
一
一
目
前
一
。
『
擢
邪
輪
』
解
日
即
衆
生
願
見

仏
者
是
念
仏
也
言
現
在
目
前
等
者
是
観
仏
也
如
一
一
此
作
法
一
巳
次
文
出
一
一
専

念
名
号
利
益
乃
至
結
一
云
広
顕
一
一
念
仏
三
昧
一
寛
一
回
。

こ
の
よ
う
に
、
『
擢
邪
輪
』
で
は
、
一
の
「
像
相
観
」
、
二
の
「
真
身

観
」
、
三
の
「
近
縁
」
等
、
す
べ
て
観
の
成
就
は
即
ち
念
の
成
就
で
あ
る

と
し
、
て
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
と
は
異
体
な
し
と
す
る
。

(
叩
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
二
頁
上
。
「
寄
顕
」
他
の
法
に
寄
せ
て
そ
の
浅
深

寛
狭
の
分
斉
を
顕
す
。
(
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
一
巻
、
五

O
八
頁
中
)

(η)
『
選
択
集
』
第
十
二
章
、
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
石
井
教
道
編
、

平
楽
寺
書
庖
、
一
九
七
四
(
以
下
『
選
択
集
』
の
引
用
は
『
昭
法
全
』
と

そ
の
頁
)
三
四
一

1
三
四
二
頁
。

(η)
『
浄
全
』
七
九

O
頁
下

1
七
九
一
頁
上
。
『
観
経
』
、
『
大
正
蔵
』
十
二

(
三
六
五
)
三
四
六
頁
中
。
『
観
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)

二
七
八
頁
上
。
『
昭
法
全
』
三
四
二
頁
。

(
均
)
『
浄
全
』
七
九
一
頁
上

1
下。

(
九
)
『
浄
全
』
七
九
一
頁
下
。

(
花
)
「
法
位
師
解
釈
」
は
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
(
古
侠
)
「
吾
一
口
下
具
一
一
足

十
念
一
称
中
仏
名
上
者
口
称
心
念
要
須
レ
十
(
中
略
)
亦
有
一
一
一
法
一
起
一
一
十

念
一
即
是
依
二
仏
名
一
法
一
生
一
一
起
十
念
一
口
称
一
一
十
声
一
念
有
一
一
十
法
一
唯
一

法
也
亦
有
一
一
念
十
法
一
起
一
一
十
念
一
口
不
一
一
称
名
一
但
起
二
十
念
一
」
(
十
念
、

十
声
の
他
に
、
一
つ
の
仏
名
を
、
称
え
る
回
数
に
よ
っ
て
十
と
し
て
合
計

三
十
法
と
す
る
)
(
西
村
岡
紹
、
梯
信
暁
『
宇
治
大
納
言
源
隆
園
編
安

養
集
本
文
と
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
九
六
年
、
八
三

1
八
四
頁
参
照
)
。

(
苅
)
『
昭
法
全
』
一
二
一
二
頁
。

(
竹
)
『
浄
全
』
七
九
二
頁
上
。

(
河
)
「
心
所
」
と
は
、
心
の
属
性
と
も
い
う
べ
く
、
心
の
部
分
的
な
作
用
性

質
状
態
な
ど
を
指
す
(
水
野
弘
元
『
仏
教
用
語
の
基
礎
知
識
』
春
秋
社
、

『
荘
厳
記
』
に
つ
い
て

一
九
九
六
年
)
。

(
乃
)
「
色
」
と
は
、
肉
体
又
は
物
質
の
こ
と
(
水
野
弘
元
、
前
掲
書
)
。

(
別
)
『
浄
全
』
七
九
二
頁
上
。
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
(
以
下
『
群
疑
論
』
)
、
『
大

正
蔵
』
四
七
(
一
九
六

O
)
七
六
頁
下
。
『
選
択
集
』
で
は
、
『
群
疑
論
』

の
「
「
称
仏
」
が
「
念
仏
」
と
な
っ
て
い
る
。

(
剖
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
一
頁
下

1
三
六
二
頁
上
。
こ
こ
で
は
「
倶
舎
論

云
見
謂
眼
根
観
照
色
故
」
と
し
て
『
倶
舎
論
煩
疏
論
』
(
『
大
正
蔵
』
四
一

(
一
八
二
一
二
)
八
二
六
頁
下
)
が
引
用
さ
れ
る
。

(
位
)
『
浄
全
』
七
九
三
頁
上
。

(
お
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
二
頁
上
。

(
制
)
『
成
唯
識
論
』
、
『
大
正
蔵
』
コ
二
(
一
五
八
五
)
二
八
頁
下
。

(
部
)
『
浄
全
』
七
九
三
頁
下
。

(
鉛
)
『
浄
全
』
七
九
四
頁
上
。
『
成
唯
識
論
』
、
『
大
正
蔵
』
コ
二
(
一
五
八
五
)

二
八
頁
中
1
下。

(
釘
)
『
観
無
量
寿
経
』
、
『
大
正
蔵
』
十
二
(
三
六
五
)
三
四
三
頁
中
。

(
邸
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
五
頁
上
。

(
約
)
『
浄
全
』
七
九
四
頁
上
。

(
卯
)
『
菩
提
資
糧
論
』
、
『
大
正
蔵
』
三
二
(
一
六
六

O
)
五
一
七
頁
中
「
菩

提
者
一
切
智
智
故
資
糧
者
能
満
菩
提
法
故
」
。
問
、
五
二
五
頁
下
「
此
六

波
羅
蜜
総
菩
提
資
糧
」
。

(
引
)
『
浄
全
』
七
九
四
頁
上

1
下。

(
位
)
『
浄
全
』
七
九
四
頁
下
。
『
観
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)

二
四
九
頁
下
。
『
観
念
法
門
』
、
『
大
正
蔵
』
四
七
(
一
九
五
九
)
二
五
頁

上
。
『
安
楽
集
』
、
『
大
正
蔵
』
四
七
(
一
九
五
八
)
十
六
頁
中
。

(
m
m
)

『
浄
全
』
七
九
五
頁
上
。

(
似
)
『
浄
全
』
七
九
五
頁
下
。
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
七

O
頁
下
。

(
何
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
二
七

O
頁
下
。

一
五
五



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

(
鉛
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
七

O
頁
下
。
「
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
は
『
観

経
』
、
『
大
正
蔵
』
十
二
(
三
」
ハ
五
)
三
四
三
頁
中
。

(
肝
)
『
浄
全
』
七
九
五
頁
下

1
七
九
六
頁
上
。

(
鉛
)
『
浄
全
』
七
九
六
頁
上

i
下。

(
卯
)
『
観
経
疏
』
「
光
之
体
用
即
無
漏
為
レ
体
」
、
『
大
正
蔵
』
一
ニ
七
(
一
七
五
三
)

二
六
九
頁
上
。
『
観
念
法
門
』
「
但
有
一
一
専
念
阿
弥
陀
仏
衆
生
一
彼
仏
心
光

常
照
一
一
是
人
一
摂
護
不
レ
捨
」
、
『
大
正
蔵
』
四
七
(
一
九
五
九
)
二
五
頁

中。

(
肌
)
『
浄
全
』
七
九
六
頁
下
(
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
七

O
頁
下
)
。

(
肌
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
九
頁
上
。

(
問
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
九
頁
下
。
「
三
縁
の
義
」
は
『
観
経
疏
』
、
『
大
正

蔵
』
三
七
(
一
七
五
三
)
三
六
八
頁
上
。

(
肌
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
六
頁
上
。

(
胤
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
八
頁
上
。

(
防
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
九
頁
上
。

(
肌
)
『
浄
全
』
七
九
六
頁
下

1
七
九
七
頁
上
。

(
即
)
『
昭
法
全
』
三
二
七
頁
。

(
肌
)
『
浄
全
』
七
九
七
頁
下

1
七
九
八
頁
下
。

(
問
)
『
大
正
蔵
』
十
(
二
七
九
)
二

O
五
頁
中

1
下。

(
川
)
『
大
正
蔵
』
十
(
二
七
九
)
二

O
五
頁
下
。

(
山
)
『
大
正
蔵
』
九
(
二
七
八
)
四
三
七
頁
中
。

(
山
)
『
昭
法
全
』
一
一
一
一
八
頁
。

(
山
)
『
浄
全
』
七
九
九
頁
上
。

(
山
)
『
浄
全
』
七
九
九
頁
下
。

(
川
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
七
三
頁
下
。

(
山
)
『
旧
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
五
八
(
一

O
O四
)
四
二
五
頁
中
。

(
山
)
『
浄
全
』
八

O
一
頁
下

1
八
O
二
頁
上
。

一
五
六

(
川
)
『
浄
全
』
八

O
O頁
下

1
八
O
一
頁
上
。

(
川
)
「
二
宗
」
。
法
相
宗
(
相
宗
、
八
宗
中
の
法
相
宗
に
当
た
る
)
と
法
性
宗

(
性
宗
、
八
宗
中
の
三
論
宗
に
当
た
る
)
。
(
織
田
得
能
著
『
織
田
仏
教
大

辞
典
』
(
新
訂
重
版
)
大
蔵
出
版
、
二

0
0
0年
、
一
一
一
二
七
頁
)
。

(
凶
)
本
書
に
お
け
る
引
用
典
籍
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
既
に
以
下
の
研
究
成

果
が
あ
る
。
『
巻
上
』
鎌
田
茂
雄
・
田
中
久
夫
校
注
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
(
岩

波
書
居
、
(
新
装
版
、
一
九
九
五
)
。
『
巻
中
』
・
『
巻
下
』
末
木
文
美
士

「
『
擢
邪
輪
』
巻
中
・
巻
下
引
用
出
典
注
記
」
(
「
悌
教
文
化
」
十
七
、

一
九
八
四
)
。

(
凶
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
=
二
七
頁
下
。

(
問
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
一
一
一
一
八
頁
下

(
問
)
前
川
氏
、
前
掲
論
文
、
拙
稿
「
『
擢
邪
輪
荘
厳
記
』
の
一
考
察
l
引
用

典
籍
を
中
心
に
|
」
(
「
仏
教
学
会
紀
要
」
九
、
二

O
O
一
)
、
参
照
。

(
凶
)
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
八
五
頁
上
。

[
附
記
]
こ
の
度
調
査
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
(
財
)
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶

の
水
図
書
館
成
筆
堂
文
庫
古
文
書
古
書
籍
部
門
、
叡
山
文
庫
、
併
教
大
学
図
書

館
の
皆
様
の
ご
厚
情
に
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


